
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

改

正

す

る

規

程

（

県

例

規

集

登

載

）

目

次

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

担

当

課

（

室

）

○

平

成

二

十

九

年

十

月

二

十

二

日

執

行

の

衆

議

院

選

挙

管

理

委

員

会

小

選

挙

区

選

出

議

員

選

挙

に

お

け

る

公

職

の

候

補

【

告

示

】

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

者

の

選

挙

運

動

に

関

す

る

収

支

報

告

書

の

要

旨

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

障

害

福

祉

課

関

の

指

定

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

関

の

指

定

の

更

新

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

関

の

指

定

の

辞

退

○

漁

業

権

の

免

許

の

内

容

と

な

る

べ

き

事

項

、

存

水

産

課

続

期

間

等

【

公

告

】

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

医

療

推

進

課

○

〃

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

警

察

本

部

会

計

課

【

企

業

局

】

○

岡

山

県

公

営

企

業

に

従

事

す

る

企

業

職

員

の

給

総

務

企

画

課

与

の

額

及

び

支

給

方

法

に

関

す

る

規

程

の

一

部

を

岡

山

県

公

報

平成３０年６月８日 第１１９９７号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
四
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

キ
ユ

ピ
タ
マ
ゴ
株
式
会
社

ー
ー

住
所

東
京
都
調
布
市
仙
川
町
二
丁
目
５
番
地
７

氏
名

代
表
取
締
役

楠
本

正

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
キ
ユ

ピ
タ
マ
ゴ
株
式
会
社
笠
岡
工
場

ー
ー

所
在
地

笠
岡
市
走
出

－
２

6
4
1
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 新 設 新 設 新 設 廃 止

２－ロ ２－ロ ２－ロ ２－ロ ２－ハ
畜産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用
に供する洗浄施設 に供する洗浄施設 に供する洗浄施設 に供する洗浄施設 に供する湯煮施設種 類

Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ （Ｏ，Ｐ，Ｑ） （Ｒ，Ｔ，Ｕ，Ｖ） （Ｓ） （Ｆ，Ｇ，Ｈ，Ｉ）（ ， ， ， ， ）

（Ｒ）
（Ｏ） 2.2ｋＷ（８㎥／ｈ）
5.5ｋＷ（８㎥／ｈ） （Ｔ）

能 力 ３回／時間 ８ヶコンテナ用（Ｐ） 5.5ｋＷ（８㎥／ｈ） （Ｓ）
3.7ｋＷ（８㎥／ｈ） （Ｕ） 6.3ｋＷ（８㎥／ｈ）
（Ｑ） 3.7ｋＷ（８㎥／ｈ）
5.5ｋＷ（８㎥／ｈ） （Ｖ）

3.7ｋＷ（８㎥／ｈ）

工 事 着 手 予 定 年 月 日 既設 同左 同左 同左 －

工 事 完 成 予 定 年 月 日 既設 同左 同左 同左 －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 同左 同左 －

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続２時間／日 間欠３時間／日 連続２時間／日 同左 連続８時間／日
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 10 15 122 183 29 44 80 120
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6.0～9.0 6.0～9.0 同左 同左 6.0～9.0 6.0～9.0
最大の値並びに

 当該汚水等の通 ＢＯＤ（mg／Ｌ） 120 150 1,940 2,330 5,950 7,140 2,500 3,000
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 70 100 1,170 1,550 3,570 4,760 1,500 2,000

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 35 50 580 780 1,780 2,380 同左 750 1,000

油 分（㎎／Ｌ） 7 10 120 160 360 480 150 200

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 15 17 230 270 710 830 300 350

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 2 2 30 40 100 120 40 50

大腸菌群数（個／㎤） 3,000 5,000 同左 同左 無数 無数

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

変更なし

(5) 排水口に関する事項

雨水排水口Ｎｏ．２～６を新設する。

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 平成30年６月８日から同月29日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び笠岡市役所

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
五
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の

と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
三
十
年
六
月
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

指
定
年
月
日

株
式
会
社
早
川
町
薬
局

真
庭
市
久
世
二
五
〇
九

一

調
剤

平
成
三
十
年
六
月
一
日

－
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
六
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

平
成
三
十
年
六
月
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

更
新
年
月
日

お
ざ
き
薬
局

瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
一
〇
三

一
三

調
剤

平
成
三
十
年
六
月
一
日

－

有
限
会
社
美
作
薬
局

津
山
市
河
辺
九
四
二

一

調
剤

平
成
三
十
年
六
月
一
日

－

フ
ァ
ミ
リ
ー
薬
局
鴨
方
店

浅
口
市
鴨
方
町
一
六
三
九

五

調
剤

平
成
三
十
年
六
月
一
日

－

あ
お
ぞ
ら
薬
局

井
原
市
上
出
部
町
五
〇
〇

一

調
剤

平
成
三
十
年
六
月
一
日

－

ザ
グ
ザ
グ
薬
局
邑
久
店

瀬
戸
内
市
邑
久
町
豊
原
八
六

一

調
剤

平
成
三
十
年
六
月
一
日

－
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
七
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
三
十
年
六
月
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

辞
退
年
月
日

キ
ラ
き
ら
薬
局

浅
口
市
金
光
町
占
見
新
田
六
八
二

五

調
剤

平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日

－

有
限
会
社
エ
ス
・
ジ
ー
・
エ
ッ
チ
て
し
ま
薬
局
早

真
庭
市
久
世
二
五
〇
九

一

調
剤

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

－

川
町
店
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
八
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
業
権
の

内
容
と
な
る
べ
き
事
項
、
存
続
期
間
等
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

な
お
、
こ
の
漁
業
権
漁
場
図
は
、
岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課
に
備
え
置
き
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
取
揚
島
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
六
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
八
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三

直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
号

兵
庫
県
赤
穂
市
福
浦
旧
岡
山
県
・
兵
庫
県
境
界
石
柱

基
点
第
一
六
号

備
前
市
日
生
町
取
揚
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
号

備
前
市
日
生
町
取
揚
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
号
か
ら
基
点
第
一
六
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
六
号
か
ら
二
、

一
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
八
号
か
ら
備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
西
オ
ー
コ
鼻
見
通
し
線

と
、
点
ア
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
〇
三
分
四
八
秒
見
通
し
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項
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１

免
許
番
号

岡
区
第
二
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
取
揚
島
南
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
八
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
及
び
基
点
第
一
八
号
の
各
点
を
順
次
結

ん
だ
四
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
号

兵
庫
県
赤
穂
市
福
浦
旧
岡
山
県
・
兵
庫
県
境
界
石
柱

基
点
第
一
六
号

備
前
市
日
生
町
取
揚
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
号

備
前
市
日
生
町
取
揚
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
七
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
鵜
石
鼻
灯
台

点
ア

基
点
第
一
八
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
一
八
号
か
ら

一
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

点
ア
か
ら
基
点
第
二
七
号
見
通
し
線
と
、
点
エ
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見

通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

基
点
第
一
八
号
か
ら
基
点
第
二
七
号
見
通
し
線
と
、
点
エ
か
ら
真
方
位
一

八
〇
度
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
エ

基
点
第
一
六
号
か
ら
基
点
第
一
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
六
号
か
ら
二
、

一
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
三
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期
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第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
北
東
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
五
直
線

に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
号

兵
庫
県
赤
穂
市
福
浦
旧
岡
山
県
・
兵
庫
県
境
界
石
柱

基
点
第
二
号

岡
山
県
・
兵
庫
県
界
真
尾
鼻
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
六
号

備
前
市
日
生
町
取
揚
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
九
号

兵
庫
県
赤
穂
市
西
浜
町
綱
崎
防
波
堤
基
部
か
ら
防
波
堤
上
三
〇
メ
ー
ト
ル

の
位
置
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
二
号
か
ら
基
点
第
一
九
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一
号
か
ら
基
点

第
一
六
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
一
六
号
か
ら
基
点
第
一
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
六
号
か
ら
二
、

四
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

兵
庫
県
赤
穂
市
松
ノ
鼻
か
ら
真
方
位
二
三
九
度
見
通
し
線
と
、
点
イ
か
ら

真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
エ

基
点
第
一
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
と
、
兵
庫
県
赤
穂
市
松
ノ

鼻
か
ら
真
方
位
二
三
九
度
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
オ

基
点
第
二
号
か
ら
基
点
第
一
九
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一
号
か
ら
真
方

位
一
八
〇
度
見
通
し
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
四
号
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２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
寒
河
浜
山
干
拓
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
七
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
〇
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直

線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
七
号

備
前
市
日
生
町
寒
河
品
川
リ
フ
ラ
ク
ト
リ
ー
ズ
株
式
会
社
岡
山
工
場
西
側
防

波
堤
基
部
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
〇
号

備
前
市
日
生
町
寒
河
浜
山
干
拓
南
堤
防
上
東
基
部
か
ら
西
へ
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
点
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
七
号
か
ら
真
方
位
一
六
五
度
見
通
し
線
上
基
点
第
七
号
か
ら
一
五

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
〇
号
か
ら
真
方
位
一
六
五
度
見
通
し
線
上
基
点
第
一
〇
号
か
ら

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
五
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
北
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
二
〇
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
及
び
基
点
第
三
四
号
の
各
点
を
順
次
結
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ん
だ
四
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
九
号

備
前
市
日
生
町
楯
越
山
（
一
二
六
）
山
麓
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
〇
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
サ
コ
ズ
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
二
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
サ
コ
ズ
北
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
三
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
西
端
タ
タ
リ
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
四
号

基
点
第
三
三
号
か
ら
海
岸
線
上
北
へ
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
設
置
し

た
標
識

点
ア

基
点
第
二
〇
号
か
ら
基
点
第
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
二
〇
号
か
ら
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
三
二
号
か
ら
日
生
港
東
旧
防
波
堤
先
端
見
通
し
線
上
基
点
第
三
二

号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
三
四
号
か
ら
備
前
市
穂
波
・
日
生
町
日
生
界
呼
子
ノ
鼻
南
端
見
通

し
線
上
基
点
第
三
四
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
六
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鶴
島
東
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置
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基
点
第
八
五
号

備
前
市
日
生
町
小
剣
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
六
号

備
前
市
日
生
町
鶴
島
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
八
六
号
か
ら
真
方
位
一
一
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
八
六
号
か
ら

六
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
八
六
号
か
ら
真
方
位
一
一
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
八
六
号
か
ら

一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
八
五
号
か
ら
真
方
位
一
一
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
八
五
号
か
ら

一
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
八
五
号
か
ら
真
方
位
一
一
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
八
五
号
か
ら

五
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
七
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
裸
岩
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
一
号

備
前
市
日
生
町
頭
島
コ
ド
ロ
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
五
一
号

備
前
市
日
生
町
頭
島
漁
港
旧
西
防
波
堤
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
五
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
東
裸
岩
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
〇
八
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
長
島
楯
崎
東
端
に
設
置
し
た
標
識
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点
ア

基
点
第
四
一
号
か
ら
備
前
市
日
生
町
鴻
島
バ
ベ
崎
東
端
見
通
し
線
と
、
基

点
第
六
五
号
か
ら
基
点
第
三
〇
八
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
五
一
号
か
ら
備
前
市
日
生
町
鴻
島
本
村
波
止
場
突
端
見
通
し
線

と
、
基
点
第
六
五
号
か
ら
基
点
第
三
〇
八
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

点
イ
か
ら
備
前
市
日
生
町
鴻
島
本
村
波
止
場
突
端
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

点
ア
か
ら
備
前
市
日
生
町
鴻
島
バ
ベ
崎
東
端
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
八
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
東
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
、
点
カ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

六
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
号

兵
庫
県
赤
穂
市
福
浦
旧
岡
山
県
・
兵
庫
県
境
界
石
柱

基
点
第
一
六
号

備
前
市
日
生
町
取
揚
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
五
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
境
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
七
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
鵜
石
鼻
灯
台

点
ア

基
点
第
二
五
号
か
ら
兵
庫
県
赤
穂
市
中
広
赤
穂
港
南
防
波
堤
北
端
見
通
し

線
と
、
点
キ
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
と
の
交
差
点
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点
イ

基
点
第
二
七
号
か
ら
兵
庫
県
赤
穂
市
御
崎
突
端
見
通
し
線
と
、
点
キ
か
ら

真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

点
イ
か
ら
基
点
第
二
七
号
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

点
ウ
か
ら
真
方
位
〇
度
見
通
し
線
上
点
ウ
か
ら
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

点
カ
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
点
カ
か
ら
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
カ

点
ア
か
ら
基
点
第
二
五
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
キ

基
点
第
一
六
号
か
ら
基
点
第
一
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
六
号
か
ら
二
、

四
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
九
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
東
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
、
点
カ
、
点
キ
、
点
ク
、
点
ケ
及
び
点
ア

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
九
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
八
号

備
前
市
日
生
町
取
揚
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
九
号

兵
庫
県
赤
穂
市
西
浜
町
綱
崎
防
波
堤
基
部
か
ら
防
波
堤
上
三
〇
メ
ー
ト
ル

の
位
置
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
四
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
九
艘
泊
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
七
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
鵜
石
鼻
灯
台

基
点
第
九
七
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
か
や
前
に
設
置
し
た
標
識
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点
ア

基
点
第
二
四
号
か
ら
基
点
第
一
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
二
四
号
か
ら
五

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
二
四
号
か
ら
基
点
第
一
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
二
四
号
か
ら

一
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
九
七
号
か
ら
兵
庫
県
赤
穂
市
中
広
赤
穂
港
南
東
端
見
通
し
線
上
基

点
第
九
七
号
か
ら
一
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
九
七
号
か
ら
兵
庫
県
赤
穂
市
中
広
赤
穂
港
南
東
端
見
通
し
線
上
基

点
第
九
七
号
か
ら
一
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

点
サ
か
ら
点
コ
の
見
通
し
線
上
点
サ
か
ら
一
、
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

点
サ
か
ら
点
コ
の
見
通
し
線
上
点
サ
か
ら
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
キ

基
点
第
二
七
号
か
ら
兵
庫
県
赤
穂
市
加
里
屋
赤
穂
港
南
東
端
見
通
し
線
上

基
点
第
二
七
号
か
ら
一
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ク

基
点
第
九
七
号
か
ら
兵
庫
県
赤
穂
市
中
広
赤
穂
港
南
東
端
見
通
し
線
上
基

点
第
九
七
号
か
ら
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ケ

基
点
第
九
七
号
か
ら
兵
庫
県
赤
穂
市
中
広
赤
穂
港
南
東
端
見
通
し
線
上
基

点
第
九
七
号
か
ら
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
コ

基
点
第
一
八
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
一
八
号
か
ら

一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
サ

基
点
第
二
七
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
二
七
号
か
ら

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
〇
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業
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一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鶴
島
東
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
二
八
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
南
側
卯
ノ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
六
号

備
前
市
日
生
町
鶴
島
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
八
六
号
か
ら
基
点
第
二
八
号
見
通
し
線
上
基
点
第
八
六
号
か
ら
二

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

点
ア
か
ら
真
方
位
九
六
度
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
ウ

点
イ
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
三
二
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
エ

点
ア
か
ら
真
方
位
一
七
六
度
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
一
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鶴
島
北
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
基
点
第
八
七
号
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直

線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
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点
の
位
置

基
点
第
二
八
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
南
側
卯
ノ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
六
号

備
前
市
日
生
町
鶴
島
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
七
号

備
前
市
日
生
町
か
も
め
島
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
九
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
こ
な
き
り
の
東
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
八
六
号
か
ら
基
点
第
二
八
号
見
通
し
線
上
基
点
第
八
六
号
か
ら
一

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
八
六
号
か
ら
基
点
第
二
八
号
見
通
し
線
上
基
点
第
八
六
号
か
ら
三

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
八
七
号
か
ら
基
点
第
八
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
八
七
号
か
ら
二

八
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
二
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
南
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
オ
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
基
点
第
九
九
号
の
各
点
を
順
次
結
ん

だ
五
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
五
二
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
五
五
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
北
西
イ
ノ
コ
鼻
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
一
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
千
軒
湾
の
西
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
二
号

備
前
市
日
生
町
首
切
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識
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基
点
第
九
九
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
だ
ん
亀
西
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
八
二
号
か
ら
基
点
第
八
一
号
見
通
し
線
上
基
点
第
八
二
号
か
ら
五

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

点
ア
か
ら
基
点
第
五
二
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
八
一
号
か
ら
基
点
第
五
五
号
見
通
し
線
上
基
点
第
八
一
号
か
ら
三

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
八
一
号
か
ら
基
点
第
五
五
号
見
通
し
線
上
基
点
第
八
一
号
か
ら
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
だ
ん
亀
南
西
端

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
三
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
北
地
先

４

漁
場
の
区
域

に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち

に
掲
げ
る
区
域
を
除
い
た
区
域

（１）

（２）

基
点
第
五
五
号
、
点
ア
、
点
イ
、
基
点
第
五
七
号
、
基
点
第
五
六
号
及
び
点
エ
の
各
点
を
順

（１）
次
結
ん
だ
五
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
二
号

備
前
市
日
生
町
頭
島
黒
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
五
五
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
北
西
イ
ノ
コ
鼻
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
五
六
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
港
西
防
波
堤
基
部
西
側
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
五
七
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
港
西
防
波
堤
北
端
に
設
置
し
た
標
識
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点
ア

基
点
第
五
五
号
か
ら
基
点
第
四
二
号
見
通
し
線
上
基
点
第
五
五
号
か
ら
三

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
五
七
号
か
ら
基
点
第
四
二
号
見
通
し
線
上
基
点
第
五
七
号
か
ら
五

三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
五
六
号
か
ら
真
方
位
二
八
二
度
見
通
し
線
と
、
最
大
高
潮
時
海
岸

線
と
の
交
差
点

基
点
第
五
五
号
、
点
オ
、
点
ウ
及
び
点
エ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海

（２）
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
二
号

備
前
市
日
生
町
頭
島
黒
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
五
五
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
北
西
イ
ノ
コ
鼻
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
五
六
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
港
西
防
波
堤
基
部
西
側
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
五
七
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
港
西
防
波
堤
北
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ウ

基
点
第
五
六
号
か
ら
真
方
位
二
八
二
度
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
二
号
か

ら
真
方
位
一
七
一
度
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
エ

基
点
第
五
六
号
か
ら
真
方
位
二
八
二
度
見
通
し
線
と
、
最
大
高
潮
時
海
岸

線
と
の
交
差
点

点
オ

基
点
第
五
五
号
か
ら
基
点
第
五
七
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
二
号
か
ら

真
方
位
一
七
一
度
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
四
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
北
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
二
四
号
及
び
基
点
第
九
二
号
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と

に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
二
四
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
九
艘
泊
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
九
二
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
亀
石
西
に
設
置
し
た
標
識

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
及
び
兵
庫
県
赤
穂
市
福
浦

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
五
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
北
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
二
一
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
基
点
第
二
二
号
の
各
点
を

順
次
結
ん
だ
五
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
号

備
前
市
日
生
町
寒
河
二
四
二
七

二
番
地
地
先
護
岸
に
設
置
し
た
標
識

－

基
点
第
九
号

備
前
市
日
生
町
楯
越
山
（
一
二
六
）
山
麓
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
〇
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
サ
コ
ズ
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
一
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
米
子
湾
東
側
穴
虫
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
二
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
米
子
湾
北
側
砂
ケ
浜
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
九
六
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
米
子
湾
東
側
北
西
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
二
〇
号
か
ら
基
点
第
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
二
〇
号
か
ら
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
二
〇
号
か
ら
基
点
第
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
二
〇
号
か
ら
三
〇

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
九
六
号
か
ら
基
点
第
六
号
見
通
し
線
上
基
点
第
九
六
号
か
ら
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
二
二
号
か
ら
基
点
第
六
号
見
通
し
線
上
基
点
第
二
二
号
か
ら
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
六
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
北
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
、
点
カ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

六
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
九
号

備
前
市
日
生
町
楯
越
山
（
一
二
六
）
山
麓
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
〇
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
サ
コ
ズ
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
二
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
サ
コ
ズ
北
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
三
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
西
端
タ
タ
リ
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
四
号

基
点
第
三
三
号
か
ら
海
岸
線
上
北
へ
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
設
置
し

た
標
識

点
ア

基
点
第
二
〇
号
か
ら
基
点
第
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
二
〇
号
か
ら
三
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
三
二
号
か
ら
備
前
市
日
生
町
日
生
港
旧
東
防
波
堤
灯
台
見
通
し
線

上
基
点
第
三
二
号
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



点
ウ

基
点
第
三
四
号
か
ら
備
前
市
穂
波
・
日
生
町
日
生
界
呼
子
ノ
鼻
南
端
見
通

し
線
上
基
点
第
三
四
号
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
三
四
号
か
ら
備
前
市
穂
波
・
日
生
町
日
生
界
呼
子
ノ
鼻
南
端
見
通

し
線
上
基
点
第
三
四
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

基
点
第
三
二
号
か
ら
日
生
港
旧
東
防
波
堤
灯
台
見
通
し
線
上
基
点
第
三
二

号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

基
点
第
二
〇
号
か
ら
基
点
第
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
二
〇
号
か
ら
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
七
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
曽
島
南
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
六
三
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
六
四
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三

直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
三
号

備
前
市
日
生
町
曽
島
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
四
号

備
前
市
日
生
町
曽
島
ナ
カ
ト
南
鼻
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
三
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
六
三
号
か
ら

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
六
四
号
か
ら
真
方
位
二
三
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
六
四
号
か
ら

八
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。
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三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
八
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鴻
島
北
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
七
〇
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
基
点
第
七
四
号
の
各
点
を

順
次
結
ん
だ
五
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
三
号

備
前
市
日
生
町
曽
島
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
四
号

備
前
市
日
生
町
曽
島
ナ
カ
ト
南
鼻
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
七
〇
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
長
坂
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
七
一
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
七
四
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
バ
ベ
崎
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
七
〇
号
か
ら
瀬
戸
内
市
邑
久
町
鍋
島
北
端
見
通
し
線
上
基
点
第
七

〇
号
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

点
ア
か
ら
基
点
第
六
三
号
見
通
し
線
上
基
点
ア
か
ら
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
ウ

基
点
第
七
一
号
か
ら
基
点
第
六
四
号
見
通
し
線
上
基
点
第
七
一
号
か
ら
五

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
七
四
号
か
ら
真
方
位
一
四
度
見
通
し
線
上
基
点
第
七
四
号
か
ら
一

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
九
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鴻
島
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
七
〇
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
七
七
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三

直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
七
〇
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
長
坂
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
七
七
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
日
立
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
二
一
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
小
浜
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
七
〇
号
か
ら
邑
久
町
鍋
島
北
端
見
通
し
線
上
基
点
第
七
〇
号
か
ら

二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
七
七
号
か
ら
基
点
第
三
二
一
号
見
通
し
線
上
基
点
第
七
七
号
か
ら

三
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
及
び
瀬
戸
内
市
邑
久
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
二
〇
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
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３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鴻
島
南
東
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
七
五
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
七
六
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三

直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
五
一
号

備
前
市
日
生
町
頭
島
漁
港
旧
西
防
波
堤
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
七
五
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
岳
ノ
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
七
六
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
タ
コ
ー
ズ
ケ
鼻
（
蜂
の
頭
）
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
七
五
号
か
ら
基
点
第
五
一
号
見
通
し
線
上
基
点
第
七
五
号
か
ら
四

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
七
六
号
か
ら
備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
イ
ノ
コ
岩
見
通
し
線
上
基

点
第
七
六
号
か
ら
一
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
二
一
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

九
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
し
だ
お
湾
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
八
九
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
こ
な
き
り
の
東
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
鵜
石
鼻
突
端
か
ら
基
点
第
八
九
号
見
通
し
線
上

鵜
石
鼻
突
端
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
鵜
石
鼻
突
端
か
ら
基
点
第
八
九
号
見
通
し
線
上
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鵜
石
鼻
突
端
か
ら
一
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

点
イ
か
ら
真
方
位
〇
度
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

点
ア
か
ら
真
方
位
〇
度
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
二
二
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
寒
河
旧
森
下
前
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
五
号
、
点
ア
及
び
点
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
二
直
線
と
最
大
高
潮
時

海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
五
号

備
前
市
日
生
町
寒
河
掛
ノ
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
二
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
米
子
湾
北
側
砂
ケ
浜
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
五
号
か
ら
基
点
第
二
二
号
見
通
し
線
上
基
点
第
五
号
か
ら
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

備
前
市
日
生
町
寒
河
ツ
ブ
ロ
鼻
南
東
端

５

制
限
又
は
条
件

船
舶
の
航
行
に
必
要
な
通
路
を
設
け
、
関
係
機
関
の
指
示
に
従
い
標
識
灯
を

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間
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一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
二
三
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

く
ろ
そ
い
、
く
ろ
だ
い
小
割
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
北
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
五
五
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
点
ウ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と
最

大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
二
号

備
前
市
日
生
町
頭
島
黒
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
五
五
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
北
西
イ
ノ
コ
鼻
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
五
六
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
港
西
防
波
堤
基
部
西
側
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
五
七
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
港
西
防
波
堤
北
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
五
五
号
か
ら
基
点
第
五
七
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
二
号
か
ら

真
方
位
一
七
一
度
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
五
六
号
か
ら
真
方
位
二
八
二
度
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
二
号
か

ら
真
方
位
一
七
一
度
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

基
点
第
五
六
号
か
ら
真
方
位
二
八
二
度
見
通
し
線
と
、
最
大
高
潮
時
海
岸

線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
（
頭
島
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
二
四
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業
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あ
さ
り
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
千
軒
湾
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
〇
四
号
及
び
基
点
第
一
〇
五
号
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸

線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
〇
四
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
千
軒
湾
奥
潜
堤
西
基
部
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
〇
五
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
千
軒
湾
奥
潜
堤
東
基
部
に
設
置
し
た
標
識

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
二
五
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鶴
島
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
オ
、
点
キ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
二
号

備
前
市
日
生
町
頭
島
外
輪
黒
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
七
号

備
前
市
日
生
町
頭
島
ニ
ガ
キ
東
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
四
号

備
前
市
日
生
町
鶴
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
九
四
号

備
前
市
日
生
町
明
神
島
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
〇
二
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
北
西
イ
ノ
コ
岩
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
九
四
号
か
ら
基
点
第
四
二
号
見
通
し
線
上
基
点
第
九
四
号
か
ら
五

〇
メ
ー
ト
ル
の
点
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点
イ

点
ウ
か
ら
点
ア
見
通
し
線
上
点
ウ
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
八
四
号
か
ら
基
点
第
一
〇
二
号
見
通
し
線
上
基
点
第
八
四
号
か
ら

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
八
四
号
か
ら
基
点
第
一
〇
二
号
見
通
し
線
上
基
点
第
八
四
号
か
ら

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

点
エ
か
ら
点
カ
見
通
し
線
上
点
エ
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

基
点
第
九
四
号
か
ら
基
点
第
四
二
号
見
通
し
線
上
基
点
第
九
四
号
か
ら
五

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
キ

基
点
第
九
四
号
か
ら
基
点
第
四
七
号
見
通
し
線
と
、
点
エ
か
ら
点
カ
見
通

し
延
長
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
二
六
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
頭
島
東
南
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
四
二
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
、
点
カ
及
び
基
点
第
四

二
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
七
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
二
号

備
前
市
日
生
町
頭
島
黒
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
七
号

備
前
市
日
生
町
頭
島
ニ
ガ
キ
東
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
五
二
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
九
四
号

備
前
市
日
生
町
明
神
島
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
〇
七
号

備
前
市
日
生
町
頭
島
頭
島
漁
港
入
鹿
防
波
堤
基
部
か
ら
防
波
堤
上
四
五
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メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
四
七
号
か
ら
基
点
第
九
四
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
二
号
か
ら

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
大
浜
東
側
突
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

点
ア
か
ら
基
点
第
九
四
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

点
イ
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
エ

基
点
第
一
〇
七
号
か
ら
真
方
位
一
九
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
一
〇
七
号
か

ら
五
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

基
点
第
一
〇
七
号
か
ら
真
方
位
一
九
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
一
〇
七
号

か
ら
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

基
点
第
四
二
号
か
ら
基
点
第
五
二
号
見
通
し
線
上
基
点
第
四
二
号
か
ら
一

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
頭
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
二
七
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
頭
島
北
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
四
七
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
四
〇
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三

直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
三
三
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
西
端
タ
タ
リ
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
〇
号

備
前
市
日
生
町
頭
島
西
端
水
ケ
鼻
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
七
号

備
前
市
日
生
町
頭
島
ニ
ガ
キ
東
北
端
に
設
置
し
た
標
識
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点
ア

基
点
第
四
七
号
か
ら
鹿
久
居
島
タ
カ
の
巣
見
通
し
線
上
基
点
第
四
七
号
か

ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
三
三
号
か
ら
基
点
第
四
〇
号
見
通
し
線
と
、
点
ア
か
ら
曽
島
南
端

見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
頭
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
二
八
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

九
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
大
多
府
東
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
及
び
点
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
二
九
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
千
軒
湾
奥
べ
た
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
五
三
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
〇
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
イ
チ
エ
の
鼻
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
五
号

備
前
市
日
生
町
小
剣
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
九
九
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
だ
ん
亀
西
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
五
三
号
か
ら
基
点
第
八
五
号
見
通
し
線
上
基
点
第
五
三
号
か
ら
二

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

点
ア
か
ら
基
点
第
二
九
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

点
イ
か
ら
基
点
第
二
九
号
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
八
〇
号
か
ら
点
ウ
見
通
し
延
長
線
上
点
ウ
か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
点
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点
オ

基
点
第
九
九
号
か
ら
点
エ
見
通
し
延
長
線
上
点
エ
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
頭
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
二
九
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
現
寺
湾
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
三
一
号
、
点
ア
及
び
点
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
二
直
線
と
最
大
高
潮

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
三
一
号

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
夜
千
浜
東
側
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
五
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
東
裸
岩
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
三
一
号
か
ら
真
方
位
一
五
六
度
見
通
し
線
と
、
基
点
第
六
五
号
か

ら
真
方
位
七
八
度
三
〇
分
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
六
五
号
か
ら
真
方
位
七
八
度
三
〇
分
見
通
し
線
と
、
鹿
久
居
島
の

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町
頭
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項
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１

免
許
番
号

岡
区
第
三
〇
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
曽
島
北
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
六
〇
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
六
三
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三

直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
五
号

備
前
市
日
生
町
日
生
高
鼻
南
東
端
（
株
式
会
社
ヨ
ー
タ
イ
日
生
工
場
東
）

に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
〇
号

備
前
市
日
生
町
曽
島
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
三
号

備
前
市
日
生
町
曽
島
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
〇
一
号

備
前
市
穂
浪
・
日
生
町
日
生
界
呼
子
ノ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
〇
号
か
ら
基
点
第
一
五
号
見
通
し
線
上
基
点
第
六
〇
号
か
ら
一

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
六
三
号
か
ら
基
点
第
二
〇
一
号
見
通
し
線
上
基
点
第
六
三
号
か
ら

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

備
前
市
日
生
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
三
一
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
穂
浪
越
鳥
地
先
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４

漁
場
の
区
域

基
点
第
二
〇
一
号
、
点
ア
、
点
イ
、
基
点
第
二
〇
三
号
及
び
基
点
第
二
〇
二
号

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

域

点
の
位
置

基
点
第
二
〇
一
号

備
前
市
穂
浪
・
日
生
町
日
生
界
呼
子
ノ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
〇
二
号

備
前
市
穂
浪
越
鳥
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
〇
三
号

備
前
市
穂
浪
高
座
ノ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
〇
一
号

備
前
市
・
瀬
戸
内
市
界
高
目
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
二
〇
一
号
か
ら
備
前
市
日
生
町
鴻
島
西
端
見
通
し
線
上
基
点
第
二

〇
一
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
二
〇
三
号
か
ら
基
点
第
三
〇
一
号
見
通
し
線
上
基
点
第
二
〇
三
号

か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

備
前
市
（
日
生
町
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
三
二
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
前
島
東
南
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
二
一
八
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
基
点
第
二
三
三
号
の
各

点
を
順
次
結
ん
だ
五
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
二
〇
三
号

備
前
市
穂
浪
高
座
ノ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
一
八
号

備
前
市
前
島
南
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
三
三
号

備
前
市
前
島
東
北
端
に
設
置
し
た
標
識
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基
点
第
二
三
四
号

備
前
市
住
吉
島
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
三
五
号

備
前
市
唐
島
島
頂
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
〇
一
号

備
前
市
・
瀬
戸
内
市
界
高
目
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
二
一
八
号
か
ら
基
点
第
二
三
四
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
二
〇
三

号
か
ら
基
点
第
二
三
五
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
三
〇
一
号
か
ら
点
ア
見
通
し
線
と
、
備
前
市
穂
浪
片
上
大
橋
北
詰

か
ら
備
前
市
横
島
北
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

基
点
第
三
〇
一
号
か
ら
点
エ
見
通
し
線
と
、
備
前
市
穂
浪
片
上
大
橋
北
詰

か
ら
備
前
市
横
島
北
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
エ

基
点
第
二
三
三
号
か
ら
基
点
第
二
三
四
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
二
〇
三

号
か
ら
基
点
第
二
三
五
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

備
前
市
（
日
生
町
を
除
く

）
。

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
三
三
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

備
前
市
日
生
町
鴻
島
南
東
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
七
六
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
八
〇
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三

直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
七
六
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
タ
コ
ー
ズ
ケ
鼻
（
蜂
の
頭
）
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
〇
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
イ
チ
エ
の
鼻
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
七
六
号
か
ら
備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
イ
ノ
コ
岩
高
見
通
し
線
上

基
点
第
七
六
号
か
ら
一
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
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点
イ

基
点
第
八
〇
号
か
ら
備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
イ
ノ
コ
岩
高
見
通
し
線
上

基
点
第
八
〇
号
か
ら
一
、
六
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
邑
久
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
三
四
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
、
あ
さ
り
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
及
び
布
浜
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
三
〇
一
号
、
点
ア
、
基
点
第
三
三
七
号
、
基
点
第
三
三
八
号
、
点
イ
、

点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
及
び
基
点
第
三
〇
六
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
八
直
線
と
最

大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
七
〇
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
長
坂
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
七
七
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
日
立
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
〇
一
号

備
前
市
穂
浪
・
日
生
町
日
生
界
呼
子
ノ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
〇
二
号

備
前
市
穂
浪
越
鳥
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
二
〇
三
号

備
前
市
穂
浪
高
座
ノ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
〇
一
号

備
前
市
・
瀬
戸
内
市
界
高
目
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
〇
六
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
貝
燈
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
一
〇
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
長
島
一
つ
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
二
〇
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
古
世
ノ
鼻
北
端
防
波
堤
基
部

基
点
第
三
三
七
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
片
上
大
橋
の
最
南
橋
脚
の
北
西
角

基
点
第
三
三
八
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
片
上
大
橋
の
最
南
橋
脚
の
北
東
角

基
点
第
三
三
九
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
布
浜
穴
ケ
鼻
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識
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点
ア

基
点
第
三
〇
一
号
か
ら
基
点
第
二
〇
三
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
三
三
七

号
か
ら
備
前
市
久
々
井
臍
尾
北
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
三
三
九
号
か
ら
基
点
第
二
〇
一
号
見
通
し
線
と
、
点
ウ
か
ら
基
点

第
二
〇
二
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

基
点
第
七
〇
号
か
ら
瀬
戸
内
市
邑
久
町
鍋
島
島
頂
見
通
し
線
上
基
点
第
七

〇
号
か
ら
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
七
七
号
か
ら
基
点
第
三
二
〇
号
見
通
し
線
上
基
点
第
七
七
号
か
ら

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

基
点
第
七
七
号
か
ら
基
点
第
三
二
〇
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
三
〇
六
号

か
ら
基
点
第
三
一
〇
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
邑
久
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
三
五
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
、
あ
さ
り
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
邑
久
町
長
島
北
地
先

４

漁
場
の
区
域

に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち

に
掲
げ
る
区
域
を
除
い
た
区
域

（１）

（２）

基
点
第
三
二
五
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
及
び
基
点
第
三
〇
八
号
の
各
点
を

（１）
順
次
結
ん
だ
六
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
七
五
号

備
前
市
日
生
町
鴻
島
岳
ノ
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
〇
二
号

備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
北
西
イ
ノ
コ
岩
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
〇
七
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
長
島
北
端
日
の
出
鼻
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
〇
八
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
長
島
楯
崎
東
端
に
設
置
し
た
標
識
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基
点
第
三
一
〇
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
長
島
一
つ
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
一
一
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
段
島
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
二
〇
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
古
世
ノ
鼻
北
端
防
波
堤
基
部

基
点
第
三
二
一
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
小
浜
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
二
五
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
向
瀬
長
島
大
橋
北
橋
脚
基
部

基
点
第
三
二
七
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
ム
ネ
モ
リ
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
三
一
〇
号
か
ら
基
点
第
三
二
七
号
見
通
し
線
上
基
点
第
三
一
〇
号

か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
三
一
〇
号
か
ら
基
点
第
三
二
七
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
三
二
〇

号
か
ら
基
点
第
三
〇
七
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

基
点
第
三
〇
七
号
か
ら
基
点
第
三
二
一
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
三
一
一

号
か
ら
備
前
市
日
生
町
鴻
島
葛
島
高
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
エ

基
点
第
三
〇
七
号
か
ら
基
点
第
三
二
一
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
三
二
七

号
か
ら
基
点
第
一
〇
二
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
オ

基
点
第
三
〇
八
号
か
ら
基
点
第
七
五
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
三
二
七
号

か
ら
基
点
第
一
〇
二
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
キ
、
点
ク
、
点
ケ
、
点
コ
及
び
点
キ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

（２）
区
域

点
の
位
置

基
点
第
三
四
〇
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
大
派
礁
中
央

点
カ

基
点
第
三
四
〇
号
か
ら
真
方
位
九
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
三
四
〇
号
か

ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
キ

点
カ
か
ら
真
方
位
〇
度
見
通
し
線
上
点
カ
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ク

点
キ
か
ら
真
方
位
九
〇
度
見
通
し
線
上
点
キ
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ケ

点
ク
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
点
ク
か
ら
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
コ

点
カ
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
点
カ
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
邑
久
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
三
六
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
、
あ
さ
り
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
三
二
〇
号
、
点
ア
及
び
基
点
第
三
一
一
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
二
直

線
並
び
に
基
点
第
三
三
四
号
、
点
イ
及
び
基
点
第
三
二
二
号
の
各
点
を
順
次
結
ん

だ
二
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
三
〇
六
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
貝
燈
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
一
一
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
段
島
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
二
〇
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
古
世
ノ
鼻
北
端
防
波
堤
基
部

基
点
第
三
二
二
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
瀬
溝
称
谷
防
波
堤
基
部
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
三
四
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
段
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
三
一
一
号
か
ら
基
点
第
三
〇
六
号
見
通
し
線
上
基
点
第
三
一
一
号

か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
三
三
四
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
三
三
四
号

か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
邑
久
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
三
七
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期
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第
一
種
区
画
漁
業

か
き
、
あ
さ
り
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
邑
久
町
長
島
南
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
三
三
三
号
、
点
オ
、
点
カ
及
び
基
点
第
三
二
四
号
の
各
点
を
順
次
結
ん

だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
三
二
四
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
向
瀬
北
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
三
三
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
長
島
ビ
ヨ
ウ
ジ
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
〇
二
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
・
牛
窓
町
界
旧
錦
海
塩
業
株
式
会
社
潮
止
え
ん
堤
上

に
設
置
し
た
標
識

点
ア

瀬
戸
内
市
邑
久
町
手
影
島
南
端
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
小
部
丸
石
山

高
（
三
八
九
）
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
〇
二
号
か
ら
備
前
市
日
生
町
大
多

府
島
南
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

点
ア
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
小
部
丸
石
山
高
（
三
八
九
）
見
通
し
線

上
点
ア
か
ら
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

瀬
戸
内
市
邑
久
町
木
島
南
西
端
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
妙
見
崎
西
端

見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
〇
二
号
か
ら
備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
南
端
見
通

し
線
と
の
交
差
点

点
エ

点
ウ
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
妙
見
崎
西
端
見
通
し
線
上
点
ウ
か
ら
一

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

基
点
第
三
三
三
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
小
豆
島
町
金
ケ
崎
東
端
見
通
し
線

と
、
点
エ
か
ら
点
イ
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

点
カ

基
点
第
三
二
四
号
か
ら
瀬
戸
内
市
邑
久
町
木
島
西
お
里
大
岩
見
通
し
延
長

線
と
、
点
イ
か
ら
点
エ
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
邑
久
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間
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一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
三
八
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
及
び
福
谷
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
三
二
三
号
及
び
基
点
第
三
二
八
号
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸

線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
三
二
三
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
瀬
溝
馬
上
鼻
南
端
護
岸
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
二
八
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
谷
ウ
タ
キ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
邑
久
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
三
九
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
谷
及
び
尻
海
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
三
二
八
号
、
点
ア
及
び
基
点
第
三
三
〇
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
二
直

線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
三
二
三
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
瀬
溝
馬
上
鼻
南
端
護
岸
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
二
八
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
谷
ウ
タ
キ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
三
〇
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尻
海
玉
津
港
北
防
波
堤
（
新
防
波
堤
）
突
端
に
設
置
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し
た
標
識

基
点
第
四
〇
二
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
・
牛
窓
町
界
旧
錦
海
塩
業
株
式
会
社
潮
止
え
ん
堤
上

に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
四
〇
二
号
か
ら
備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
南
端
見
通
し
線
と
、
基

点
第
三
二
三
号
か
ら
基
点
第
三
二
八
号
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
邑
久
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
四
〇
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尻
海
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
三
三
五
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
四
〇
二
号
の
各
点
を
順
次
結
ん

だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
三
三
五
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尻
海
玉
津
港
南
防
波
堤
基
部
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
三
三
六
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
谷
稲
鼻
（
猪
ノ
鼻
）
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
〇
二
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
・
牛
窓
町
界
旧
錦
海
塩
業
株
式
会
社
潮
止
え
ん
堤
上

に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
三
〇
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鼠
島
島
頂
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
六
〇
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
蕪
崎
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
三
三
五
号
か
ら
基
点
第
四
三
〇
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
三
三
六

号
か
ら
基
点
第
四
六
〇
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
四
〇
二
号
か
ら
基
点
第
四
三
〇
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
三
三
六

号
か
ら
基
点
第
四
六
〇
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点
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二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
邑
久
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
四
一
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

ひ
ら
め
小
割
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
邑
久
町
長
島
北
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
及
び
点
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
三
四
〇
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
大
派
礁
中
央

点
ア

基
点
第
三
四
〇
号
か
ら
真
方
位
九
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
三
四
〇
号
か

ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

点
ア
か
ら
真
方
位
〇
度
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

点
イ
か
ら
真
方
位
九
〇
度
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

点
ウ
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
点
ウ
か
ら
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
オ

点
ア
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
邑
久
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
四
二
号
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２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
黒
島
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
四
五
六
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
基
点
第
四
二
一
号
、
点
エ
、
点
オ

及
び
基
点
第
四
五
六
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
七
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
二
一
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
黒
島
早
崎
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
二
五
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
城
ケ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
四
一
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
御
堂
港
護
岸
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
四
七
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
百
尋
礁
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
四
九
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
弁
天
島
頂
上
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
五
一
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
港
一
文
字
防
波
堤
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
五
六
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
黒
島
西
防
波
堤
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
五
七
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
蓬
崎
灯
台

点
ア

基
点
第
四
五
六
号
か
ら
基
点
第
四
五
一
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
四
一

号
か
ら
基
点
第
四
五
七
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
四
四
一
号
か
ら
基
点
第
四
五
七
号
見
通
し
線
と
、
瀬
戸
内
市
牛
窓

町
黒
島
中
ノ
小
島
北
端
か
ら
基
点
第
四
四
九
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

基
点
第
四
二
一
号
か
ら
基
点
第
四
二
五
号
見
通
し
線
上
基
点
第
四
二
一
号

か
ら
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
四
五
一
号
か
ら
基
点
第
四
四
七
号
見
通
し
延
長
線
上
基
点
第
四
四

七
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

基
点
第
四
五
一
号
か
ら
基
点
第
四
四
七
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
五
六

号
か
ら
基
点
第
四
五
七
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
四
三
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
西
脇
地
先

４

漁
場
の
区
域

に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち

に
掲
げ
る
区
域
を
除
い
た
区
域

（１）

（２）

基
点
第
四
二
四
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
四
二
五
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と

（１）
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
二
四
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
サ
カ
ケ
ノ
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
二
五
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
城
ケ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
四
二
四
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
四
二
四
号

か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
四
二
五
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
四
二
五
号

か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
西
脇
漁
港
防
波
堤
北
東
端
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿

（２）
忍
西
脇
漁
港
防
波
堤
南
西
端
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と
西
脇
漁
港
防
波
堤
に
よ
っ
て
囲

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
六
八
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
水
産
研
究
所

東
排
水
口
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
六
九
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
西
脇
・
子
父
雁
地
区
漁
業
集
落
浄
化
セ
ン
タ
ー

堤
防
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ウ

基
点
第
四
六
八
号
か
ら
基
点
第
四
六
九
号
見
通
し
線
と
、
西
脇
漁
港
防
波

堤
北
東
端
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
妙
見
崎
東
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
エ

基
点
第
四
六
八
号
か
ら
基
点
第
四
六
九
号
見
通
し
線
と
、
西
脇
漁
港
防
波
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堤
南
西
端
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
千
振
島
北
東
端
見
通
し
線
と
の
交
差

点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
四
四
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
黒
島
南
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
イ
、
点
ウ
、
点
オ
、
点
カ
及
び
点
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
二
二
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
旧
協
和
カ
ー
ボ
ン
株
式
会
社
岡
山
工
場
荷
揚
場

西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
二
五
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
城
ケ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
四
九
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
弁
天
島
頂
上
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
五
〇
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
黄
島
南
端
早
崎
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
四
二
五
号
か
ら
基
点
第
四
五
〇
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
四
九

号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
千
振
島
東
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

点
ア
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
千
振
島
東
端
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
五

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

点
イ
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
千
振
島
東
端
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
八

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
四
二
二
号
か
ら
点
ケ
見
通
し
延
長
線
上
点
ケ
か
ら
八
〇
〇
メ
ー
ト
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ル
の
点

点
オ

点
ウ
か
ら
点
エ
見
通
し
延
長
線
上
点
エ
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

点
キ
か
ら
点
オ
見
通
し
線
上
点
キ
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
キ

点
ク
か
ら
基
点
第
四
五
〇
号
見
通
し
線
上
点
ク
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
ク

基
点
第
四
二
五
号
か
ら
基
点
第
四
五
〇
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
二
二

号
か
ら
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
黒
島
西
端
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

点
ケ

基
点
第
四
二
二
号
か
ら
点
ク
見
通
し
延
長
線
上
点
ク
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
四
五
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
子
父
雁
及
び
岡
山
市
東
区
宝
伝
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
、
点
カ
、
点
キ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

六
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
五
四
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
西
脇
漁
港
西
防
波
堤
突
端
か
ら
基
部
に
五
〇
メ

ー
ト
ル
の
点
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
〇
一
号

瀬
戸
内
市
・
岡
山
市
界
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
一
一
号

岡
山
市
東
区
犬
島
犬
ノ
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
一
六
号

岡
山
市
東
区
犬
島
沖
竹
ノ
子
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識
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基
点
第
六
五
七
号

岡
山
市
東
区
宝
伝
朝
日
漁
港
東
宝
伝
地
区
西
防
波
堤
南
端
に
設
置
し
た

標
識

点
ア

基
点
第
六
五
七
号
か
ら
点
コ
見
通
し
延
長
線
上
点
コ
か
ら
六
三
〇
メ
ー
ト

ル
の
点

点
イ

点
サ
か
ら
香
川
県
小
豆
島
土
庄
町
葛
島
島
頂
見
通
し
線
上
点
サ
か
ら
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

点
ア
か
ら
点
イ
見
通
し
延
長
線
上
点
イ
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

点
ス
か
ら
点
シ
見
通
し
延
長
線
上
点
シ
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

点
エ
か
ら
真
方
位
三
四
六
度
見
通
し
線
上
点
エ
か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
カ

点
キ
か
ら
真
方
位
七
二
度
三
〇
分
見
通
し
線
上
点
キ
か
ら
七
七
〇
メ
ー
ト

ル
の
点

点
キ

点
ク
か
ら
基
点
第
六
五
七
号
見
通
し
線
上
点
ク
か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
ク

基
点
第
六
五
七
号
か
ら
点
ア
見
通
し
線
と
、
玉
野
市
番
田
鉾
立
港
北
防
波

堤
突
端
か
ら
基
点
第
六
一
一
号
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

点
ケ

基
点
第
六
〇
一
号
か
ら
白
石
灯
標
見
通
し
延
長
線
と
、
基
点
第
六
一
六
号

か
ら
岡
山
市
東
区
犬
島
沖
鼓
島
南
端
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

点
コ

基
点
第
六
一
六
号
か
ら
点
ケ
見
通
し
延
長
線
上
点
ケ
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
点

点
サ

基
点
第
六
一
六
号
か
ら
岡
山
市
東
区
犬
島
沖
鼓
島
南
端
見
通
し
延
長
線

と
、
基
点
第
四
五
四
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
葛
島
島
頂
見
通
し
線
と

の
交
差
点

点
シ

点
サ
か
ら
基
点
第
四
五
四
号
見
通
し
線
上
点
サ
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
ス

点
コ
か
ら
基
点
第
六
五
七
号
見
通
し
線
上
点
コ
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
並
び
に
岡
山
市
東
区
久
々
井
、
宝
伝
、
犬
島
及
び
正
儀

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
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四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
四
六
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
師
楽
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
四
〇
二
号
、
点
ア
及
び
基
点
第
四
六
〇
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
二
直

線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
三
三
六
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
谷
稲
鼻
（
猪
ノ
鼻
）
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
〇
二
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
・
牛
窓
町
界
旧
錦
海
塩
業
株
式
会
社
潮
止
え
ん
堤
上

に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
三
〇
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鼠
島
島
頂
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
六
〇
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
蕪
崎
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
四
〇
二
号
か
ら
基
点
第
四
三
〇
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
六
〇

号
か
ら
基
点
第
三
三
六
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
四
七
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業
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一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鼠
島
南
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
四
三
四
号
、
基
点
第
四
三
二
号
、
点
ア
、
基
点
第
四
三
〇
号
及
び
基
点

第
四
三
三
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て

囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
三
三
六
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
谷
稲
鼻
（
猪
ノ
鼻
）
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
〇
二
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
・
牛
窓
町
界
旧
錦
海
塩
業
株
式
会
社
潮
止
え
ん
堤
上

に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
三
〇
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鼠
島
島
頂
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
三
二
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
釜
ノ
蓋
礁
中
央
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
三
三
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
上
筏
礁
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
三
四
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
上
筏
礁
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
四
〇
二
号
か
ら
基
点
第
四
三
〇
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
三
二

号
か
ら
基
点
第
三
三
六
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
四
八
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

九
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鼠
島
南
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
四
三
二
号
、
基
点
第
四
三
四
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
及
び
基
点
第
四

三
二
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
五
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

れ
た
区
域
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点
の
位
置

基
点
第
四
〇
八
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
東
町
生
田
防
波
堤
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
三
二
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
釜
ノ
蓋
礁
中
央
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
三
四
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
上
筏
礁
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
三
八
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
岩
下
シ
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
四
三
四
号
か
ら
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
青
島
東
端
見
通
し
線
上
基
点
第

四
三
四
号
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

点
エ
か
ら
点
ア
見
通
し
線
上
点
エ
か
ら
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

点
エ
か
ら
基
点
第
四
三
二
号
見
通
し
線
上
点
エ
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
エ

基
点
第
四
三
二
号
か
ら
基
点
第
四
三
八
号
見
通
し
線
と
、
点
ア
か
ら
基
点

第
四
〇
八
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
四
九
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
ム
シ
ロ
江
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
四
〇
七
号
、
点
ア
、
基
点
第
四
〇
八
号
及
び
基
点
第
四
三
七
号
の
各
点

を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
。
た

だ
し
、
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
沖
出
し
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
域
を
除
く
。

点
の
位
置

基
点
第
四
〇
七
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
蕪
崎
南
端
に
設
置
し
た
標
識

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



基
点
第
四
〇
八
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
東
町
生
田
防
波
堤
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
一
三
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
網
代
崎
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
三
七
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
キ
ツ
ネ
岩
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
四
〇
七
号
か
ら
基
点
第
四
一
三
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
〇
八

号
か
ら
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
下
筏
礁
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
五
〇
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
北
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
四
一
一
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
及
び
基
点
第
四
三
八
号
の
各
点
を
順

次
結
ん
だ
四
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
〇
七
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
蕪
崎
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
一
一
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
城
ケ
鼻
灯
台

基
点
第
四
二
五
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
城
ケ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
三
七
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
キ
ツ
ネ
岩
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
三
八
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
岩
下
シ
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
三
九
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
赤
ズ
エ
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
五
九
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
柿
浦
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
四
二
五
号
か
ら
基
点
第
四
一
一
号
見
通
し
延
長
線
と
、
基
点
第
四

〇
七
号
か
ら
基
点
第
四
五
九
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

点
ア
か
ら
基
点
第
四
五
九
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
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点

点
ウ

基
点
第
四
三
八
号
か
ら
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
平
兵
衛
山
山
頂
見
通
し
線

と
、
点
イ
か
ら
点
エ
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
エ

基
点
第
四
一
一
号
か
ら
基
点
第
四
三
八
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
三
七

号
か
ら
基
点
第
四
三
九
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
五
一
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

九
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
三
三
六
号

瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
谷
稲
鼻
（
猪
ノ
鼻
）
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
〇
七
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
蕪
崎
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
一
一
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
城
ケ
鼻
灯
台

基
点
第
四
二
五
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
城
ケ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
三
八
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
岩
下
シ
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
五
九
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
柿
浦
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
六
一
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
福
ケ
浜
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
三
三
六
号
か
ら
香
川
県
小
豆
島
妙
見
崎
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四

二
五
号
か
ら
基
点
第
四
一
一
号
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
三
三
六
号
か
ら
香
川
県
小
豆
島
妙
見
崎
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
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六
一
号
か
ら
基
点
第
四
三
八
号
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

点
ウ

基
点
第
四
〇
七
号
か
ら
基
点
第
四
五
九
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
六
一

号
か
ら
基
点
第
四
三
八
号
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

点
エ

基
点
第
四
〇
七
号
か
ら
基
点
第
四
五
九
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
二
五

号
か
ら
基
点
第
四
一
一
号
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
五
二
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

九
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
二
三
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
馬
立
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
四
六
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
黒
島
端
ノ
小
島
中
央
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
四
九
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
弁
天
島
頂
上
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
四
二
三
号
か
ら
基
点
第
四
四
六
号
見
通
し
線
上
基
点
第
四
二
三
号

か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
四
二
三
号
か
ら
基
点
第
四
四
六
号
見
通
し
線
上
基
点
第
四
二
三
号

か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
四
四
九
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
千
振
島
北
東
端
見
通
し
線

上
基
点
第
四
四
九
号
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
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点
エ

基
点
第
四
四
九
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
千
振
島
北
東
端
見
通
し
線

上
基
点
第
四
四
九
号
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
五
三
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

わ
か
め
、
こ
ん
ぶ
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
子
父
雁
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
四
六
二
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
四
六
四
号
の
各
点
を
順
次
結
ん

だ
三
直
線
と
朝
日
漁
港
子
父
雁
地
区
西
防
波
堤
及
び
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ

っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
。
た
だ
し
、
同
防
波
堤
南
側
沖
出
し
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
域

を
除
く
。

点
の
位
置

基
点
第
四
二
五
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
城
ケ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
六
二
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
大
石
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
六
三
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
朝
日
漁
港
子
父
雁
地
区
一
文
字
防
波
堤
に
設
置

し
た
標
識

基
点
第
四
六
四
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
朝
日
漁
港
子
父
雁
地
区
西
防
波
堤
西
南
角
に
設

置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
四
二
五
号
か
ら
基
点
第
四
六
三
号
見
通
し
延
長
線
と
、
基
点
第
四

六
二
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
四
二
五
号
か
ら
基
点
第
四
六
三
号
見
通
し
延
長
線
と
、
基
点
第
四

六
四
号
か
ら
真
方
位
二
〇
〇
度
見
通
し
線
と
の
交
差
点
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５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
五
四
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

わ
か
め
、
こ
ん
ぶ
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
西
脇
地
先

４

漁
場
の
区
域

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
西
脇
漁
港
防
波
堤
北
東
端
、
点
ア
、
点
イ
及
び
瀬
戸
内

市
牛
窓
町
鹿
忍
西
脇
漁
港
防
波
堤
南
西
端
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と
西
脇

漁
港
防
波
堤
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
六
八
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
水
産
研
究
所

東
排
水
口
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
六
九
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
西
脇
・
子
父
雁
地
区
漁
業
集
落
浄
化
セ
ン
タ
ー

堤
防
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
四
六
八
号
か
ら
基
点
第
四
六
九
号
見
通
し
線
と
、
西
脇
漁
港
防
波

堤
北
東
端
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
妙
見
崎
東
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
四
六
八
号
か
ら
基
点
第
四
六
九
号
見
通
し
線
と
、
西
脇
漁
港
防
波

堤
南
西
端
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
千
振
島
北
東
端
見
通
し
線
と
の
交
差

点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
五
五
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

あ
さ
り
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
四
六
七
号
、
点
ア
及
び
基
点
第
四
四
三
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
二
直

線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
二
三
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
馬
立
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
四
三
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
小
屋
ノ
瀬
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
四
五
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
黒
島
中
ノ
小
島
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
六
七
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
前
島
御
堂
港
西
護
岸
基
部
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
四
六
七
号
か
ら
基
点
第
四
四
五
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
四
三

号
か
ら
基
点
第
四
二
三
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
五
六
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

あ
さ
り
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
黒
島
地
先
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４

漁
場
の
区
域

基
点
第
四
四
四
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
四
二
一
号
の
各
点
を
順
次
結
ん

だ
三
直
線
及
び
黒
島
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
沖
出
し
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
線
と

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
二
一
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
黒
島
早
崎
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
四
四
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
黒
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
四
七
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
百
尋
礁
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
五
一
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
港
一
文
字
防
波
堤
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
四
五
七
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
蓬
崎
灯
台

点
ア

基
点
第
四
四
四
号
か
ら
基
点
第
四
五
七
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
五
一

号
か
ら
基
点
第
四
四
七
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
四
二
一
号
か
ら
基
点
第
四
五
七
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
四
五
一

号
か
ら
基
点
第
四
四
七
号
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

瀬
戸
内
市
牛
窓
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
五
七
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
東
区
宝
伝
、
久
々
井
及
び
正
儀
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
六
〇
一
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
基
点
第
六
一
八
号
の
各

点
を
順
次
結
ん
だ
五
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
。

た
だ
し
、
河
川
、
溝
渠
等
の
区
域
を
除
く
。

き
ょ

点
の
位
置

基
点
第
六
〇
一
号

瀬
戸
内
市
・
岡
山
市
界
に
設
置
し
た
標
識

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



基
点
第
六
一
七
号

岡
山
市
東
区
久
々
井
大
浦
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
一
八
号

岡
山
市
東
区
正
儀
立
石
鼻
立
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
五
六
号

岡
山
市
東
区
正
儀
金
山
（
飯
盛
岩
）
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
〇
一
号
か
ら
岡
山
市
東
区
犬
島
白
石
灯
標
見
通
し
線
上
基
点
第

六
〇
一
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
六
一
七
号
か
ら
岡
山
市
東
区
犬
島
地
竹
の
子
島
西
端
見
通
し
線
上

基
点
第
六
一
七
号
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
六
五
六
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
白
崎
西
端
見
通
し
線

上
基
点
第
六
五
六
号
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
六
一
八
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
宮
崎
突
端
見
通
し
線

上
基
点
第
六
一
八
号
か
ら
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
五
八
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
東
区
久
々
井
及
び
正
儀
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
、
点
カ
及
び
点
ウ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
一
七
号

岡
山
市
東
区
久
々
井
大
浦
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
五
六
号

岡
山
市
東
区
正
儀
金
山
（
飯
盛
岩
）
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
一
七
号
か
ら
岡
山
市
東
区
犬
島
地
竹
の
子
島
西
端
見
通
し
線
上
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基
点
第
六
一
七
号
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
六
一
七
号
か
ら
岡
山
市
東
区
犬
島
地
竹
の
子
島
西
端
見
通
し
線
上

基
点
第
六
一
七
号
か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
六
五
六
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
白
崎
西
端
見
通
し
線

上
基
点
第
六
五
六
号
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
六
五
六
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
白
崎
西
端
見
通
し
線

と
、
点
イ
か
ら
岡
山
市
南
区
小
串
米
崎
灯
台
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
オ

岡
山
市
東
区
久
々
井
久
々
井
漁
港
一
文
字
防
波
堤
北
突
端
灯
標
か
ら
香
川

県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
虻
崎
突
端
見
通
し
線
と
、
点
イ
か
ら
岡
山
市
南
区
小

串
米
崎
灯
台
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
カ

岡
山
市
東
区
久
々
井
久
々
井
漁
港
一
文
字
防
波
堤
北
突
端
灯
標
か
ら
香
川

県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
虻
崎
突
端
見
通
し
線
と
、
点
ア
か
ら
点
ウ
見
通
し
線

と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
五
九
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
東
区
犬
島
沖
鼓
島
北
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
六
〇
三
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
及
び
基
点
第
六
〇
三
号
の
各
点
を
順

次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
四
一
七
号

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
黄
島
枇
杷
ノ
首
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識
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基
点
第
六
〇
二
号

岡
山
市
東
区
犬
島
白
石
中
央
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
〇
三
号

岡
山
市
東
区
犬
島
沖
鼓
島
猫
石
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
一
一
号

岡
山
市
東
区
犬
島
犬
ノ
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
五
一
号

岡
山
市
東
区
宝
伝
高
山
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
五
七
号

岡
山
市
東
区
宝
伝
朝
日
漁
港
東
宝
伝
地
区
西
防
波
堤
南
端
に
設
置
し
た

標
識

点
ア

基
点
第
六
一
一
号
か
ら
基
点
第
四
一
七
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
六
五
一

号
か
ら
基
点
第
六
〇
三
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
六
一
一
号
か
ら
基
点
第
四
一
七
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
六
五
七

号
か
ら
点
ウ
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

基
点
第
六
〇
三
号
か
ら
基
点
第
六
〇
二
号
見
通
し
延
長
線
上
基
点
第
六
〇

二
号
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
六
〇
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
東
区
犬
島
南
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
六
七
六
号
及
び
基
点
第
六
八
二
号
を
結
ん
だ
直
線
及
び
基
点
第
六
〇
六

号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
六
四
九
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と
最
大

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
〇
六
号

岡
山
市
東
区
犬
島
沖
鼓
島
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識
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基
点
第
六
四
九
号

岡
山
市
東
区
犬
島
松
ケ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
七
六
号

岡
山
市
東
区
犬
島
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
八
二
号

岡
山
市
東
区
犬
島
沖
鼓
島
南
西
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
〇
六
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
六
〇
六
号

か
ら
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
六
四
九
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
六
四
九
号

か
ら
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

幅
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
船
通
し
を
一
ケ
所
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（１）

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（２）

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
六
一
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
東
区
犬
島
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
一
一
号

岡
山
市
東
区
犬
島
犬
ノ
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
一
六
号

岡
山
市
東
区
犬
島
沖
竹
ノ
子
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
四
五
号

岡
山
市
東
区
犬
島
地
竹
ノ
子
島
北
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
五
六
号

岡
山
市
東
区
正
儀
金
山
（
飯
盛
岩
）
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
九
〇
三
号

玉
野
市
番
田
大
入
崎
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識
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基
点
第
九
三
四
号

玉
野
市
胸
上
坊
主
島
島
頂
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
四
五
号
か
ら
岡
山
市
東
区
久
々
井
久
々
井
漁
港
一
文
字
防
波
堤

見
通
し
線
と
、
基
点
第
六
一
一
号
か
ら
岡
山
市
南
区
小
串
米
崎
灯
台
見
通
し

線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
六
一
六
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
宮
崎
東
端
見
通
し
線

上
基
点
第
六
一
六
号
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

点
イ
か
ら
基
点
第
九
三
四
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
六
五
六
号
か
ら
香
川

県
小
豆
郡
土
庄
町
小
豊
島
東
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
エ

点
ア
か
ら
基
点
第
九
〇
三
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
六
五
六
号
か
ら
香
川

県
小
豆
郡
土
庄
町
小
豊
島
東
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
六
二
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
南
区
小
串
向
小
串
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
八
四
三
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
基
点
第
八
二
七
号
の
各

点
を
順
次
結
ん
だ
五
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
一
八
号

岡
山
市
東
区
正
儀
立
石
鼻
立
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
一
九
号

岡
山
市
東
区
正
儀
Ｓ
Ｅ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
株
式
会
社
岡
山
工
場
堤
防
南
西
端

に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
二
四
号

岡
山
市
東
区
西
幸
西
外
波
崎
突
端
大
石
に
設
置
し
た
標
識
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基
点
第
六
七
二
号

岡
山
市
東
区
正
儀
マ
リ
ン
マ
サ
ギ
西
護
岸
北
西
角
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
二
三
号

岡
山
市
南
区
小
串
宝
録
山
東
山
麓
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
二
七
号

岡
山
市
南
区
小
串
米
崎
灯
台

基
点
第
八
四
三
号

岡
山
市
南
区
小
串
向
小
串
北
堤
防
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
四
四
号

岡
山
市
南
区
小
串
向
小
串
港
護
岸
北
角
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
四
五
号

岡
山
市
南
区
小
串
タ
コ
ウ
ダ
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
八
四
三
号
か
ら
基
点
第
六
二
四
号
見
通
し
線
上
基
点
第
八
四
三
号

か
ら
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
八
四
四
号
か
ら
基
点
第
六
一
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
八
四
四
号

か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
八
四
五
号
か
ら
基
点
第
六
七
二
号
見
通
し
線
上
基
点
第
八
四
五
号

か
ら
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
八
二
三
号
か
ら
基
点
第
六
一
八
号
見
通
し
線
上
基
点
第
八
二
三
号

か
ら
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
六
三
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
南
区
小
串
米
崎
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
八
二
七
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
八
三
八
号
の
各
点
を
順
次
結
ん

だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置
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基
点
第
八
二
七
号

岡
山
市
南
区
小
串
米
崎
灯
台

基
点
第
八
三
八
号

岡
山
市
南
区
小
串
相
引
西
防
波
堤
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
八
二
七
号
か
ら
真
方
位
一
五
九
度
（
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島

旧
虻
山
高
）
見
通
し
線
上
基
点
第
八
二
七
号
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
八
三
八
号
か
ら
真
方
位
一
五
二
度
（
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島

旧
虻
山
高
）
見
通
し
線
上
基
点
第
八
三
八
号
か
ら
一
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
六
四
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

あ
お
の
り
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
東
区
九
蟠
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
六
七
三
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
六
六
一
号
の
各
点
を
順
次
結
ん

だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
五
九
号

岡
山
市
東
区
九
蟠
九
蟠
港
西
防
波
堤
突
端
南
西
角
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
六
〇
号

岡
山
市
東
区
鳩
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
六
一
号

岡
山
市
東
区
九
蟠
八
蟠
水
門
西
端
支
柱

基
点
第
六
七
三
号

岡
山
市
東
区
九
蟠
九
蟠
港
西
防
波
堤
基
部
よ
り
西
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
に

設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
五
九
号
か
ら
基
点
第
六
六
〇
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
六
七
三

号
か
ら
岡
山
市
南
区
小
串
砲
台
跡
見
通
し
線
と
の
交
差
点
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点
イ

基
点
第
六
五
九
号
か
ら
基
点
第
六
六
〇
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
六
六
一

号
か
ら
岡
山
市
南
区
阿
津
道
神
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
六
五
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
東
区
豊
田
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
六
六
四
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
六
六
一
号
の
各
点
を
順
次
結
ん

だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
六
一
号

岡
山
市
東
区
九
蟠
八
蟠
水
門
西
端
支
柱

基
点
第
六
六
四
号

岡
山
市
東
区
豊
田
津
田
永
忠
の
碑

基
点
第
六
六
五
号

岡
山
市
東
区
升
田
津
田
港
防
波
堤
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
六
七
号

岡
山
市
東
区
鳩
島
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
六
四
号
か
ら
基
点
第
六
六
七
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
六
六
五

号
か
ら
岡
山
市
東
区
西
幸
西
外
波
崎
台
場
跡
南
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
六
六
一
号
か
ら
真
方
位
一
八
五
度
見
通
し
線
と
、
基
点
第
六
六
五

号
か
ら
岡
山
市
東
区
西
幸
西
外
波
崎
台
場
跡
南
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間
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一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
六
六
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

あ
お
の
り
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
南
区
高
島
東
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
、
点
カ
、
点
キ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
七
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
三
八
号

岡
山
市
東
区
升
田
津
田
港
防
波
堤
南
西
角
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
六
〇
号

岡
山
市
東
区
鳩
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
六
一
号

岡
山
市
東
区
九
蟠
八
蟠
水
門
西
端
支
柱

基
点
第
六
六
四
号

岡
山
市
東
区
豊
田
津
田
永
忠
の
碑

基
点
第
六
六
六
号

岡
山
市
東
区
鳩
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
八
三
号

岡
山
市
中
区
沖
元
辰
己
港
西
防
波
堤
基
部
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
一
九
号

岡
山
市
南
区
阿
津
ツ
ブ
シ
灯
台

基
点
第
八
二
九
号

岡
山
市
南
区
高
島
南
端
中
央
船
着
場
南
東
角
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
六
六
号
か
ら
基
点
第
六
六
四
号
見
通
し
線
上
基
点
第
六
六
六
号

か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
六
三
八
号
か
ら
岡
山
市
南
区
貝
殻
山
山
頂
見
通
し
線
上
基
点
第
六

三
八
号
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
六
八
三
号
か
ら
岡
山
市
南
区
貝
殻
山
山
頂
見
通
し
線
上
基
点
第
六

八
三
号
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
六
八
三
号
か
ら
岡
山
市
南
区
貝
殻
山
山
頂
見
通
し
線
と
、
点
オ
か

ら
基
点
第
八
二
九
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
オ

基
点
第
六
六
〇
号
か
ら
基
点
第
八
一
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
六
六
〇
号

か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

基
点
第
八
一
九
号
か
ら
基
点
第
六
六
一
号
見
通
し
線
上
基
点
第
八
一
九
号
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か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
キ

基
点
第
六
六
一
号
か
ら
基
点
第
八
一
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
六
六
一
号

か
ら
四
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
六
七
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

あ
お
の
り
養
殖
業

二
月
一
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
東
区
正
儀
古
新
田
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
六
一
九
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
六
二
〇
号
の
各
点
を
順
次
結
ん

だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
一
九
号

岡
山
市
東
区
正
儀
Ｓ
Ｅ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
株
式
会
社
岡
山
工
場
堤
防
南
西
端

に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
二
〇
号

岡
山
市
東
区
正
儀
津
栗
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
二
二
号

岡
山
市
東
区
水
門
町
亀
岩

基
点
第
六
二
三
号

岡
山
市
東
区
東
幸
西
岡
山
港
幸
西
地
区
西
防
波
堤
基
部
に
設
置
し
た
標

識

基
点
第
八
二
三
号

岡
山
市
南
区
小
串
宝
録
山
東
山
麓
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
四
三
号

岡
山
市
南
区
小
串
向
小
串
北
堤
防
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
一
九
号
か
ら
基
点
第
八
四
三
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
六
二
二

号
か
ら
基
点
第
八
二
三
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
六
二
〇
号
か
ら
基
点
第
六
二
三
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
六
二
二

号
か
ら
基
点
第
八
二
三
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点
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５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
六
八
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

あ
お
の
り
養
殖
業

四
月
一
日
か
ら
翌
年
二
月
十
五
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
東
区
西
幸
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
六
二
四
号
、
点
ア
及
び
基
点
第
六
九
一
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
二
直

線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
一
八
号

岡
山
市
東
区
正
儀
立
石
鼻
立
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
二
四
号

岡
山
市
東
区
西
幸
西
外
波
突
端
大
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
九
一
号

岡
山
市
東
区
東
幸
西
テ
イ
カ
株
式
会
社
岡
山
工
場
堤
防
突
端
に
設
置
し

た
標
識

基
点
第
八
四
四
号

岡
山
市
南
区
小
串
向
小
串
港
護
岸
北
角
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
一
八
号
か
ら
基
点
第
六
二
四
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
六
九
一

号
か
ら
基
点
第
八
四
四
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項
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１

免
許
番
号

岡
区
第
六
九
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

あ
お
の
り
養
殖
業

四
月
一
日
か
ら
翌
年
二
月
十
五
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
東
区
西
幸
西
外
波
崎
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
六
二
四
号
と
基
点
第
六
二
七
号
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線

と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
二
四
号

岡
山
市
東
区
西
幸
西
外
波
崎
突
端
大
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
二
七
号

岡
山
市
東
区
西
幸
西
羽
島
港
南
防
波
堤
突
端
に
設
置
し
た
標
識

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
七
〇
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

あ
お
の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
東
区
九
蟠
船
入
町
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
六
九
六
号
及
び
点
ア
を
結
ん
だ
直
線
、
基
点
第
六
九
五
号
及
び
点
イ
を

結
ん
だ
直
線
並
び
に
基
点
第
六
九
六
号
か
ら
基
点
第
六
九
五
号
の
間
に
お
け
る
最

大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
沖
出
し
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と

に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
二
八
号

岡
山
市
東
区
西
幸
西
比
沙
古
岩
灯
標
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基
点
第
六
九
四
号

岡
山
市
東
区
乙
子
排
水
機
場
吐
出
樋
門
北
端

基
点
第
六
九
五
号

岡
山
市
東
区
金
岡
東
町
三
丁
目
日
本
エ
ク
ス
ラ
ン
工
業
株
式
会
社
西
大

寺
工
場
南
端
堤
防
内
石
燈
籠
か
ら
南
へ
八
五
メ
ー
ト
ル
の
点
に
設
置
し
た

標
識

基
点
第
六
九
六
号

岡
山
市
東
区
九
蟠
九
蟠
港
東
防
波
堤
基
部
燈
籠
か
ら
北
へ
一
五
〇
メ
ー

ト
ル
の
点
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
九
六
号
か
ら
基
点
第
六
二
八
号
見
通
し
線
上
基
点
第
六
九
六
号

か
ら
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
六
九
五
号
か
ら
基
点
第
六
九
四
号
見
通
し
線
上
基
点
第
六
九
五
号

か
ら
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
七
一
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

あ
お
の
り
養
殖
業

二
月
一
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
東
区
正
儀
古
新
田
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
六
九
七
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
六
七
二
号
の
各
点
を
順
次
結
ん

だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
七
二
号

岡
山
市
東
区
正
儀
マ
リ
ン
マ
サ
ギ
西
護
岸
北
西
角
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
九
七
号

岡
山
市
東
区
正
儀
五
〇
八
一

二
地
先
護
岸
曲
が
り
角
に
設
置
し
た
標

－

識

基
点
第
八
四
五
号

岡
山
市
南
区
小
串
タ
コ
ウ
ダ
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識
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基
点
第
八
五
九
号

岡
山
市
南
区
小
串
ス
カ
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
九
七
号
か
ら
基
点
第
八
四
五
号
見
通
し
線
上
基
点
第
六
九
七
号

か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
六
七
二
号
か
ら
基
点
第
八
五
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
六
七
二
号

か
ら
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
七
二
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

は
ま
ぐ
り
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
東
区
九
蟠
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
六
五
九
号
、
点
ア
及
び
基
点
第
六
七
三
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
二
直

線
と
岡
山
市
東
区
九
蟠
九
蟠
港
西
防
波
堤
及
び
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て

囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
五
九
号

岡
山
市
東
区
九
蟠
九
蟠
港
西
防
波
堤
突
端
南
西
角
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
六
〇
号

岡
山
市
東
区
鳩
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
七
三
号

岡
山
市
東
区
九
蟠
九
蟠
港
西
防
波
堤
基
部
よ
り
西
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
に

設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
五
九
号
か
ら
基
点
第
六
六
〇
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
六
七
三

号
か
ら
岡
山
市
南
区
小
串
砲
台
跡
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

岡
山
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
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四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
七
三
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
南
区
小
串
米
崎
相
引
及
び
玉
野
市
番
田
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
及
び
点
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
五
二
号

岡
山
市
東
区
久
々
井
宮
ノ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
七
一
号

岡
山
市
東
区
正
儀
片
岡
別
荘
鼻
（
鰈
埼
）
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
二
七
号

岡
山
市
南
区
小
串
米
崎
灯
台

基
点
第
九
〇
二
号

玉
野
市
番
田
大
入
崎
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
七
一
号
か
ら
玉
野
市
大
蛭
島
（
筏
島
）
東
端
見
通
し
線
と
、
基

点
第
八
二
七
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
小
豊
島
東
端
見
通
し
線
と
の
交

差
点

点
イ

基
点
第
六
五
二
号
か
ら
玉
野
市
出
崎
船
越
高
見
通
し
線
と
、
基
点
第
八
二

七
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
小
豊
島
東
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

点
イ
か
ら
香
川
県
香
川
郡
直
島
町
直
島
重
石
ノ
鼻
見
通
し
線
と
、
基
点
第

九
〇
二
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
宮
崎
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
エ

点
オ
か
ら
玉
野
市
大
蛭
島
（
筏
島
）
北
端
見
通
し
線
と
、
基
点
第
九
〇
二

号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
宮
崎
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
オ

点
ア
か
ら
基
点
第
八
二
七
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

岡
山
市
南
区
小
串
及
び
阿
津
並
び
に
玉
野
市
番
田
、
胸
上
、
山
田
及
び
沼
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三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
七
四
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

玉
野
市
番
田
地
先

。

、

、

４

漁
場
の
区
域

に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち

に
掲
げ
る
区
域
を
除
い
た
区
域

た
だ
し

河
川

（１）

（２）

溝
渠
等
の
区
域
を
除
く
。

き
ょ

基
点
第
九
一
四
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
八
三
八
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と

（１）
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
七
一
号

岡
山
市
東
区
正
儀
片
岡
別
荘
鼻
（
鰈
埼
）
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
三
八
号

岡
山
市
南
区
小
串
相
引
西
防
波
堤
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
八
五
四
号

岡
山
市
南
区
小
串
米
崎
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
九
一
四
号

玉
野
市
番
田
・
胸
上
界
吉
浦
海
岸
堤
防
上
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
〇
〇
四
号

玉
野
市
沼
出
崎
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
六
七
一
号
か
ら
基
点
第
一
〇
〇
四
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
九
一

四
号
か
ら
真
方
位
一
三
九
度
見
通
し
線
（
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
旧
虻

山
高
見
通
し
線
）
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
八
五
四
号
か
ら
点
ア
見
通
し
線
と
、
基
点
第
八
三
八
号
か
ら
真
方

（

）

位
一
五
二
度
見
通
し
線

香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
旧
虻
山
高
見
通
し
線

と
の
交
差
点

基
点
第
九
三
五
号
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
基
点
第
九
三
六
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と

（２）
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置
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基
点
第
九
三
五
号

玉
野
市
番
田
字
鍋
脇
二
九
七
二
番
地
先
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
九
三
六
号

玉
野
市
番
田
字
鍋
脇
二
九
三
七
番
地
先
に
設
置
し
た
標
識

点
ウ

基
点
第
九
三
五
号
か
ら
岡
山
市
東
区
犬
島
沖
竹
ノ
子
島
南
端
見
通
し
線
上

基
点
第
九
三
五
号
か
ら
四
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
九
三
六
号
か
ら
岡
山
市
東
区
犬
島
沖
竹
ノ
子
島
南
端
見
通
し
線
上

基
点
第
九
三
六
号
か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

玉
野
市
番
田

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
七
五
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

岡
山
市
東
区
犬
島
西
地
先
（
長
州
）

４

漁
場
の
区
域

点
ク
、
点
ケ
、
点
ウ
、
点
シ
、
点
コ
、
点
エ
、
点
オ
及
び
点
ク
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
七
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
六
一
一
号

岡
山
市
東
区
犬
島
犬
ノ
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
一
六
号

岡
山
市
東
区
犬
島
沖
竹
ノ
子
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
六
五
八
号

岡
山
市
東
区
九
蟠
九
蟠
港
東
防
波
突
端
南
東
端
角
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
九
〇
二
号

玉
野
市
番
田
大
入
崎
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
九
〇
三
号

玉
野
市
番
田
大
入
崎
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
九
一
九
号

玉
野
市
番
田
相
引
川
右
岸
河
口
え
ん
堤
北
東
端
角
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

点
カ
か
ら
基
点
第
六
五
八
号
見
通
し
線
上
点
カ
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

点
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点
イ

基
点
第
六
五
八
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
小
豊
島
東
端
見
通
し
線

と
、
基
点
第
六
一
六
号
か
ら
玉
野
市
小
蛭
島
（
蛭
子
島
）
島
頂
見
通
し
線
と

の
交
差
点

点
ウ

基
点
第
九
〇
二
号
か
ら
真
方
位
一
四
三
度
見
通
し
線
（
香
川
県
小
豆
郡
土

庄
町
豊
島
旧
虻
山
高
見
通
し
線
）
と
、
基
点
第
六
一
六
号
か
ら
玉
野
市
小
蛭

島
（
蛭
子
島
）
島
頂
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
エ

点
キ
か
ら
基
点
第
九
一
九
号
見
通
し
線
上
点
キ
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
オ

点
キ
か
ら
基
点
第
九
一
九
号
見
通
し
線
上
点
キ
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
カ

基
点
第
六
五
八
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
小
豊
島
東
端
見
通
し
線

と
、
基
点
第
六
一
一
号
か
ら
玉
野
市
沼
出
崎
丸
山
東
端
見
通
し
線
と
の
交
差

点

点
キ

基
点
第
九
一
九
号
か
ら
真
方
位
一
五
二
度
見
通
し
線
（
香
川
県
小
豆
郡
土

庄
町
豊
島
旧
虻
山
高
見
通
し
線
）
と
、
基
点
第
六
一
一
号
か
ら
玉
野
市
沼
出

崎
丸
山
東
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ク

点
オ
か
ら
点
ア
見
通
し
延
長
線
上
点
ア
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ケ

点
イ
か
ら
基
点
第
六
一
六
号
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
コ

点
ス
か
ら
基
点
第
九
〇
三
号
見
通
し
線
上
点
ス
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
サ

点
ウ
か
ら
玉
野
市
沼
黒
山
鼻
東
端
見
通
し
線
と
、
基
点
第
九
〇
三
号
か
ら

香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
白
埼
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
シ

点
サ
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
白
埼
見
通
し
線
上
点
サ
か
ら
一
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ス

基
点
第
六
一
一
号
か
ら
玉
野
市
沼
出
崎
丸
山
東
端
見
通
し
線
と
、
基
点
第

九
〇
三
号
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
白
埼
見
通
し
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

玉
野
市
胸
上
、
山
田
、
沼
及
び
番
田
並
び
に
岡
山
市
南
区
小
串
及
び
阿
津
並
び
に
岡

山
市
東
区
久
々
井
、
宝
伝
、
犬
島
及
び
正
儀
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三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
七
六
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

玉
野
市
胸
上
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
九
〇
七
号
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
及
び
基
点
第
九
一
四
号
の
各

点
を
順
次
結
ん
だ
五
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
九
〇
七
号

玉
野
市
胸
上
波
張
崎
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
九
一
四
号

玉
野
市
番
田
・
胸
上
界
吉
浦
海
岸
堤
防
上
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
九
二
一
号

玉
野
市
胸
上
山
田
港
東
防
波
堤
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
〇
〇
三
号

玉
野
市
沼
黒
山
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
〇
〇
四
号

玉
野
市
沼
出
崎
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
九
一
四
号
か
ら
真
方
位
一
三
九
度
見
通
し
線
（
香
川
県
小
豆
郡
土

庄
町
豊
島
旧
虻
山
高
見
通
し
線
）
と
、
基
点
第
一
〇
〇
四
号
か
ら
玉
野
市
番

田
大
入
崎
東
南
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
九
二
一
号
か
ら
玉
野
市
大
蛭
島
（
筏
島
）
東
端
見
通
し
線
と
、
基

点
第
九
〇
七
号
か
ら
基
点
第
一
〇
〇
三
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

点
イ
か
ら
玉
野
市
大
蛭
島
（
筏
島
）
東
端
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
九
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

点
ウ
か
ら
真
方
位
一
五
二
度
見
通
し
線
上
点
ウ
か
ら
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
オ

点
ア
か
ら
真
方
位
一
三
九
度
見
通
し
線
（
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
旧

虻
山
高
見
通
し
線
）
上
点
ア
か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
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５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

玉
野
市
胸
上
、
山
田
及
び
沼

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
七
七
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

玉
野
市
沼
出
崎
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
〇
〇
三
号
、
点
イ
、
点
ウ
及
び
基
点
第
一
〇
〇
四
号
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
九
〇
七
号

玉
野
市
胸
上
波
張
崎
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
九
二
六
号

玉
野
市
胸
上
ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会
社
才
崎
埋
立
地
南
端
角
に
設
置
し

た
標
識

基
点
第
一
〇
〇
三
号

玉
野
市
沼
黒
山
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
〇
〇
四
号

玉
野
市
沼
出
崎
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
九
〇
七
号
か
ら
基
点
第
一
〇
〇
三
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
九
二

六
号
か
ら
玉
野
市
大
蛭
島
（
筏
島
）
西
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

点
ア
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
魚
見
山
山
頂
見
通
し
線
上
点
ア
か

ら
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

点
ア
か
ら
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
魚
見
山
山
頂
見
通
し
線
上
点
ア
か

ら
一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

玉
野
市
胸
上
、
山
田
及
び
沼

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
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四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
七
八
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

ひ
ら
め
小
割
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

玉
野
市
田
井
先
丁
場
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
〇
六
〇
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
〇
五
七
号
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
三
直
線
と
漁
業
作
業
用
地
埋
立
地
北
岸
及
び
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ

っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
〇
五
七
号

玉
野
市
築
港
日
之
出
漁
業
作
業
用
地
埋
立
地
北
東
端
に
設
置
し
た
標

識

基
点
第
一
〇
六
〇
号

玉
野
市
築
港
胸
上
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
〇
六
〇
号
か
ら
香
川
県
香
川
郡
直
島
町
牛
ケ
首
島
西
中
鼻
見
通

し
線
上
基
点
第
一
〇
六
〇
号
か
ら
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
〇
五
七
号
か
ら
香
川
県
香
川
郡
直
島
町
牛
ケ
首
島
西
中
鼻
見
通

し
線
と
、
点
ア
か
ら
玉
野
市
築
港
長
崎
鼻
突
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

玉
野
市
後
閑
、
大
薮
、
田
井
、
築
港
及
び
宇
野

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
七
九
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業
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ひ
ら
め
小
割
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

玉
野
市
大
藪
及
び
後
閑
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
〇
一
〇
号

玉
野
市
後
閑
山
田
中
学
校
二
階
建
校
舎
北
西
角

基
点
第
一
〇
六
二
号

玉
野
市
大
藪
六
〇
番
地
地
先
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
〇
六
三
号

玉
野
市
田
井
五
丁
目
田
井
マ
リ
ー
ナ
北
西
護
岸
角

点
ア

基
点
第
一
〇
一
〇
号
か
ら
基
点
第
一
〇
六
三
号
を
見
通
し
た
線
と
、
基
点

第
一
〇
六
二
号
か
ら
香
川
県
香
川
郡
直
島
町
牛
ケ
首
小
ハ
タ
ゴ
島
高
見
通
し

線
と
の
交
差
点

点
イ

点
ア
か
ら
基
点
第
一
〇
一
〇
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
三
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
ウ

点
イ
か
ら
真
方
位
三
三
九
度
見
通
し
線
（
香
川
県
香
川
郡
直
島
町
牛
ケ
首

小
ハ
タ
ゴ
島
高
か
ら
基
点
第
一
〇
六
二
号
見
通
し
線
と
平
行
に
点
イ
を
交
差

す
る
線
）
上
点
イ
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

点
ア
か
ら
基
点
第
一
〇
六
二
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

二

地
元
地
区

玉
野
市
後
閑
、
大
薮
、
田
井
、
築
港
及
び
宇
野

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
八
〇
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で
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３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
六
口
島
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
二
五
九
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
及
び
基
点
第
一
二
四
一
号
の
各
点

を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
二
一
五
号

倉
敷
市
下
津
井
一
丁
目
祇
園
神
社

基
点
第
一
二
四
一
号

倉
敷
市
六
口
島
長
谷
鼻
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
四
二
号

倉
敷
市
上
濃
地
島
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
五
九
号

倉
敷
市
六
口
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
二
五
九
号
か
ら
基
点
第
一
二
四
二
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
二

五
九
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
二
一
五
号
か
ら
点
ア
見
通
し
延
長
線
と
、
香
川
県
丸
亀
市
本
島

カ
ブ
ラ
崎
鼻
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
本
島
福
部
島
（
烏
小
島
）
西
端
見
通
し
延

長
線
と
の
交
差
点

点
ウ

基
点
第
一
二
四
一
号
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
寄
島
山
頂
（
八
一
）
見
通
し
線

と
、
香
川
県
丸
亀
市
本
島
カ
ブ
ラ
崎
鼻
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
本
島
福
部
島

（
烏
小
島
）
西
端
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

倉
敷
市
（
旧
児
島
市
）

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
八
一
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
上
水
島
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
、
点
カ
、
点
キ
及
び
点
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



六
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
二
三
九
号

倉
敷
市
上
水
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
四
四
号

倉
敷
市
太
濃
地
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
四
五
号

倉
敷
市
上
水
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
六
五
号

倉
敷
市
上
水
島
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
六
七
号

倉
敷
市
イ
ザ
ロ
濃
地
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
六
八
号

倉
敷
市
水
島
川
崎
通
一
丁
目
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社
東
南
端
に

設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
七
〇
号

倉
敷
市
上
濃
地
島
北
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
七
三
号

倉
敷
市
水
島
川
崎
通
一
丁
目
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社
西
南
端
角

に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
五
五
号

倉
敷
市
下
水
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
五
六
号

倉
敷
市
下
水
島
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
二
六
八
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
馬
ノ
口
鼻
見
通
し
線
と
、

基
点
第
一
二
四
五
号
と
基
点
第
一
二
六
七
号
を
結
ん
だ
直
線
と
の
交
差
点

点
イ

点
ア
か
ら
基
点
第
一
二
六
七
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
ウ

点
エ
か
ら
点
ケ
見
通
し
延
長
線
と
、
点
イ
か
ら
真
方
位
二
一
八
度
見
通
し

線
と
の
交
差
点

点
エ

基
点
第
一
二
六
八
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
馬
ノ
口
鼻
見
通
し
線
と
、

基
点
第
一
二
七
〇
号
と
基
点
第
一
四
五
五
号
を
結
ん
だ
直
線
と
の
交
差
点

点
オ

基
点
第
一
二
七
三
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一
二

七
〇
号
と
基
点
第
一
四
五
五
号
を
結
ん
だ
直
線
と
の
交
差
点

点
カ

基
点
第
一
四
五
六
号
か
ら
真
方
位
七
一
度
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一
二
六

五
号
か
ら
倉
敷
市
玉
島
黒
崎
番
所
鼻
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
キ

基
点
第
一
四
五
六
号
か
ら
真
方
位
七
一
度
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一
二
六

七
号
か
ら
基
点
第
一
二
四
五
号
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

点
ク

基
点
第
一
二
六
八
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
馬
ノ
口
鼻
見
通
し
線
と
、

基
点
第
一
二
三
九
号
と
基
点
第
一
二
四
四
号
を
結
ん
だ
直
線
と
の
交
差
点
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点
ケ

点
ク
か
ら
基
点
第
一
二
四
四
号
見
通
し
線
上
点
ク
か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

倉
敷
市
（
旧
児
島
市
）

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
八
二
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
網
代
及
び
茶
瓶
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
五
直
線

と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
二
三
九
号

倉
敷
市
上
水
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
六
七
号

倉
敷
市
茶
瓶
北
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

香
川
県
丸
亀
市
広
島
薑
鼻
か
ら
基
点
第
一
四
六
七
号
見
通
し
延
長
線
上
基

点
第
一
四
六
七
号
か
ら
三
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

点
ア
か
ら
倉
敷
市
網
代
北
西
端
見
通
し
延
長
線
と
、
浅
口
市
寄
島
町
青
佐

鼻
か
ら
倉
敷
市
大
柄
杓
島
北
端
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

点
ウ

浅
口
市
寄
島
町
青
佐
鼻
か
ら
倉
敷
市
大
柄
杓
島
北
端
見
通
し
延
長
線
と
、

倉
敷
市
茶
瓶
北
東
端
か
ら
倉
敷
市
下
水
島
西
端
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

点
エ

点
カ
か
ら
点
ウ
見
通
し
線
上
点
カ
か
ら
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

点
カ
か
ら
点
ア
見
通
し
線
上
点
カ
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

基
点
第
一
二
三
九
号
か
ら
点
ウ
見
通
し
線
と
、
点
ア
か
ら
倉
敷
市
上
濃
地

島
北
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点
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５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

倉
敷
市
（
旧
児
島
市
）

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
八
三
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

わ
か
め
、
こ
ん
ぶ
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
児
島
味
野
、
下
の
町
、
田
の
口
及
び
唐
琴
地
先

４

漁
場
の
区
域

に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち

及
び

に
掲
げ
る
区
域
を
除
い
た
区
域

（１）

（２）

（３）

基
点
第
一
二
〇
一
号
及
び
基
点
第
一
二
五
七
号
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に

（１）
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
。
た
だ
し
、
河
川
、
溝
渠
等
の
区
域
を
除
く
。

き
ょ

点
の
位
置

基
点
第
一
二
〇
一
号

倉
敷
市
・
玉
野
市
界
松
ケ
鼻
突
端
大
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
五
七
号

倉
敷
市
児
島
味
野
浜
の
宮
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
〇
一
号
及
び
基
点
第
一
二
〇
三
号
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に

（２）
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
二
〇
一
号

倉
敷
市
・
玉
野
市
界
松
ケ
鼻
突
端
大
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
〇
三
号

倉
敷
市
児
島
唐
琴
四
丁
目
鵜
石
鼻
防
波
堤
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
八
九
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
及
び
基
点
第
一
二
九
〇
号
の
各
点
を
順
次
結
ん

（３）
だ
四
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
二
八
九
号

倉
敷
市
児
島
唐
琴
四
丁
目
一
五
四

四
九
地
先
に
設
置
し
た
標
識

－

基
点
第
一
二
九
〇
号

倉
敷
市
児
島
田
の
口
五
丁
目
四
四
七
〇

四
地
先
に
設
置
し
た
標
識

－

点
ア

基
点
第
一
二
八
九
号
か
ら
真
方
位
二
五
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
一
二
八
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九
号
か
ら
二
一
三
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

点
ア
か
ら
真
方
位
三
一
二
度
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
の

点

点
ウ

基
点
第
一
二
九
〇
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
一
二
九

〇
号
か
ら
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

各
港
の
出
入
口
に
船
舶
の
航
行
に
必
要
な
通
路
を
設
け
、
関
係
機
関
の
指
示
に
従
い
標
識
灯

（１）
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（２）

二

地
元
地
区

倉
敷
市
（
旧
児
島
市
）

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
八
四
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

わ
か
め
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
児
島
及
び
大
畠
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
二
八
四
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
及
び
点
エ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

四
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
二
五
七
号

倉
敷
市
児
島
味
野
浜
の
宮
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
七
九
号

倉
敷
市
竪
場
島
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
八
四
号

倉
敷
市
児
島
元
浜
町
北
東
角
防
波
堤
基
部
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
二
八
四
号
か
ら
基
点
第
一
二
七
九
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一

二
五
七
号
か
ら
倉
敷
市
大
畠
大
畠
漁
港
新
防
波
堤
北
曲
角
部
見
通
し
線
と
の

交
差
点
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点
イ

基
点
第
一
二
五
七
号
か
ら
倉
敷
市
大
畠
大
畠
漁
港
新
防
波
堤
北
曲
角
部
見

通
し
線
と
、
基
点
第
一
二
七
九
号
か
ら
点
ウ
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

倉
敷
市
児
島
元
浜
町
六
番
地
三
地
先
防
波
堤
北
端
（
基
部
）

点
エ

倉
敷
市
児
島
元
浜
町
八
八
番
地
二
二
地
先
児
島
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
北
の
側

壁
の
東
端
に
設
置
し
た
標
識

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

倉
敷
市
（
旧
児
島
市
）

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
八
五
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

わ
か
め
、
こ
ん
ぶ
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
児
島
唐
琴
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
二
〇
一
号
及
び
基
点
第
一
二
〇
三
号
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時

。

、

、

。

海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

た
だ
し

河
川

溝
渠
等
の
区
域
を
除
く

き
ょ

点
の
位
置

基
点
第
一
二
〇
一
号

倉
敷
市
・
玉
野
市
界
松
ケ
鼻
突
端
大
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
〇
三
号

倉
敷
市
児
島
唐
琴
四
丁
目
鵜
石
鼻
防
波
堤
突
端
に
設
置
し
た
標
識

５

制
限
又
は
条
件

各
港
の
出
入
口
に
船
舶
の
航
行
に
必
要
な
通
路
を
設
け
、
関
係
機
関
の
指
示
に
従
い
標
識
灯

（１）
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（２）

二

地
元
地
区

倉
敷
市
（
旧
児
島
市
）

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
八
六
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

ひ
ら
め
、
め
ば
る
、
ふ
ぐ
小
割
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
釜
島
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
二
二
〇
号
、
点
ア
及
び
点
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
二
直
線
と
最
大

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
二
〇
六
号

倉
敷
市
児
島
下
の
町
九

一
八

三
四
福
山
通
運
株
式
会
社
児
島
営

－
－

業
所
岸
壁
南
西
端
角
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
二
〇
号

倉
敷
市
釜
島
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
二
二
〇
号
か
ら
倉
敷
市
釜
島
北
西
端
見
通
し
線
と
、
倉
敷
市
釜

島
東
高
（
二
二
）
か
ら
基
点
第
一
二
〇
六
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

倉
敷
市
釜
島
東
高
（
二
二
）
か
ら
基
点
第
一
二
〇
六
号
見
通
し
線
と
、
最

大
高
潮
時
海
岸
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

倉
敷
市
（
旧
児
島
市
）

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
八
七
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

わ
か
め
、
ひ
じ
き
、
こ
ん
ぶ
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で
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３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
釜
島
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
二
二
二
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
二
二
一
号
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
二
二
一
号

倉
敷
市
釜
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
二
二
号

倉
敷
市
釜
島
西
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
二
二
二
号
か
ら
香
川
県
坂
出
市
櫃
石
島
大
裸
島
高
見
通
し
線

と
、
倉
敷
市
大
畠
久
須
美
鼻
灯
標
か
ら
香
川
県
坂
出
市
小
瀬
居
島
高
見
通
し

線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
一
二
二
一
号
か
ら
香
川
県
坂
出
市
櫃
石
島
北
端
見
通
し
線
と
、
倉

敷
市
大
畠
久
須
美
鼻
灯
標
か
ら
香
川
県
坂
出
市
小
瀬
居
島
高
見
通
し
線
と
の

交
差
点

二

地
元
地
区

倉
敷
市
（
旧
児
島
市
）

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
八
八
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

あ
か
が
い
、
あ
さ
り
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
六
口
島
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
二
二
三
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
二
五
九
号
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
二
一
六
号

倉
敷
市
下
津
井
四
丁
目
灯
篭
崎
（
西
ノ
崎
）
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
二
三
号

倉
敷
市
六
口
島
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
二
四
二
号

倉
敷
市
上
濃
地
島
東
端
に
設
置
し
た
標
識
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基
点
第
一
二
五
九
号

倉
敷
市
六
口
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
二
二
三
号
か
ら
基
点
第
一
二
一
六
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
二

二
三
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
二
五
九
号
か
ら
基
点
第
一
二
四
二
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
二

五
九
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

倉
敷
市
（
旧
児
島
市
）

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
八
九
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

は
ま
ぐ
り
、
も
が
い
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
連
島
町
鶴
新
田
地
先
（
高
梁
川
下
流
）

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
基
点
第
一
三
〇
三
号
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

四
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
三
〇
三
号

倉
敷
市
連
島
町
鶴
新
田
西
岡
崎
大
が
ん
ぎ
石
地
蔵

基
点
第
一
三
〇
四
号

倉
敷
市
連
島
町
鶴
新
田
水
島
大
橋
下
流
側
東
端
か
ら
三
八
八
メ
ー
ト

ル
の
点

基
点
第
一
三
一
〇
号

倉
敷
市
連
島
町
鶴
新
田
船
溜
ま
り
の
石
積
防
波
堤
基
部

基
点
第
一
四
〇
二
号

倉
敷
市
玉
島
乙
島
株
式
会
社
ク
ラ
レ
南
東
国
土
交
通
省
が
設
置
し
た

標
識

基
点
第
一
四
一
五
号

倉
敷
市
玉
島
上
成
新
霞
橋
西
詰
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
一
七
号

倉
敷
市
玉
島
乙
島
高
崎
公
会
堂
内
の
水
道
記
念
碑

点
ア

点
ウ
か
ら
基
点
第
一
三
〇
四
号
見
通
し
延
長
線
と
、
基
点
第
一
三
一
〇
号
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か
ら
基
点
第
一
四
一
七
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
一
三
〇
四
号
か
ら
点
ア
見
通
し
延
長
線
と
、
基
点
第
一
三
〇
三
号

か
ら
基
点
第
一
四
〇
二
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

基
点
第
一
四
〇
二
号
か
ら
倉
敷
市
玉
島
上
成
新
霞
橋
東
詰
見
通
し
線
と
、

基
点
第
一
三
〇
三
号
か
ら
基
点
第
一
四
一
五
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
エ

基
点
第
一
三
一
〇
号
か
ら
基
点
第
一
四
一
七
号
見
通
し
線
上
基
点
一
三

一
〇
号
か
ら
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

倉
敷
市
連
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
九
〇
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
大
柄
杓
島
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
基
点
第
一
四
四
八
号
、
点
オ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

四
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
四
四
八
号

倉
敷
市
大
柄
杓
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
六
七
号

倉
敷
市
茶
瓶
北
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
四
四
八
号
か
ら
高
梁
川
中
国
電
力
送
電
線
鉄
塔
見
通
し
線
と
、

基
点
第
一
四
六
七
号
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
寄
島
東
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
一
四
六
七
号
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
寄
島
東
端
見
通
し
線
と
、
高
梁

川
導
流
堤
突
端
灯
台
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
馬
の
口
鼻
見
通
し
線
と
の
交

差
点

点
ウ

基
点
第
一
四
四
八
号
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
寄
島
南
端
見
通
し
線
と
、
高
梁
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川
導
流
堤
突
端
灯
台
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
馬
の
口
鼻
見
通
し
線
と
の
交

差
点

点
エ

点
イ
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
寄
島
東
端
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
四
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
点

点
オ

点
ウ
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
寄
島
南
端
見
通
し
線
上
点
ウ
か
ら
四
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

倉
敷
市
玉
島
黒
崎

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
九
一
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
下
水
島
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
エ
、
点
オ
、
点
カ
、
点
キ
、
点
コ
、
点
ケ
及
び
点
エ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

六
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
二
六
五
号

倉
敷
市
上
水
島
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
五
六
号

倉
敷
市
下
水
島
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

倉
敷
市
児
島
塩
生
瀬
戸
埠
頭
株
式
会
社
地
先
桟
橋
南
端
か
ら
浅
口
市
寄
島

町
青
佐
鼻
東
端
見
通
し
線
と
、
真
鍋
島
大
明
神
鼻
北
東
端
か
ら
高
梁
川
航
路

第
三
号
灯
浮
標
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

倉
敷
市
児
島
塩
生
瀬
戸
埠
頭
株
式
会
社
地
先
桟
橋
南
端
か
ら
浅
口
市
寄
島

町
青
佐
鼻
東
端
見
通
し
線
と
、
倉
敷
市
玉
島
乙
島
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン

ド
廃
棄
物
埋
立
護
岸
南
東
端
角
か
ら
真
方
位
一
六
一
度
見
通
し
線
と
の
交
差
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点

点
ウ

倉
敷
市
細
濃
地
島
島
頂
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
寄
島
南
端
見
通
し
線
と
、
倉

敷
市
玉
島
乙
島
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
廃
棄
物
埋
立
護
岸
南
東
端
角
か

ら
真
方
位
一
六
一
度
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
エ

倉
敷
市
玉
島
乙
島
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
廃
棄
物
埋
立
護
岸
南
東
端

角
か
ら
真
方
位
一
六
一
度
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一
二
六
五
号
か
ら
基
点
第

一
四
五
六
号
の
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
オ

点
ウ
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
寄
島
南
端
見
通
し
線
上
点
ウ
か
ら
一
五
〇
メ
ー

ト
ル
の
点

点
カ

倉
敷
市
細
濃
地
島
島
頂
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
寄
島
南
端
見
通
し
線
と
、
倉

敷
市
大
柄
杓
島
西
端
か
ら
倉
敷
市
玉
島
黒
崎
沙
美
漁
港
東
防
波
堤
突
端
灯
標

見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
キ

倉
敷
市
大
柄
杓
島
西
端
か
ら
倉
敷
市
玉
島
黒
崎
沙
美
漁
港
東
防
波
堤
突
端

灯
標
見
通
し
線
と
、
真
鍋
島
大
明
神
鼻
北
東
端
か
ら
高
梁
川
航
路
第
三
号
灯

浮
標
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ク

点
ア
か
ら
点
キ
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ケ

点
イ
か
ら
点
ウ
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
コ

点
ケ
か
ら
点
ク
見
通
し
延
長
線
上
点
ク
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

倉
敷
市
玉
島
黒
崎

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
九
二
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で
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３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
、
点
カ
及
び
点
ウ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
四
三
五
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
番
所
鼻
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
四
一
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
帆
崎
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

中
国
電
力
送
電
線
新
倉
敷
玉
島
線
及
び
玉
島
笠
岡
線
№
一
一
鉄
塔
か
ら
基

点
第
一
四
三
五
号
見
通
し
延
長
線
上
基
点
第
一
四
三
五
号
か
ら
二
、
二
六
〇

メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

点
ア
か
ら
基
点
第
一
四
三
五
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
三
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
ウ

基
点
第
一
四
四
一
号
か
ら
手
島
高
ノ
越
鼻
西
端
見
通
し
線
上
基
点
第
一
四

四
一
号
か
ら
二
、
〇
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
一
四
四
一
号
か
ら
手
島
高
ノ
越
鼻
西
端
見
通
し
線
上
基
点
第
一
四

四
一
号
か
ら
一
、
七
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

点
エ
か
ら
点
イ
見
通
し
延
長
線
と
、
倉
敷
市
玉
島
柏
島
権
現
山
（
三
〇
）

か
ら
玉
島
港
一
文
字
防
波
堤
（
西
）
南
東
端
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

点
カ

点
ア
か
ら
点
ウ
見
通
し
線
と
、
倉
敷
市
玉
島
柏
島
権
現
山
（
三
〇
）
か
ら

玉
島
港
一
文
字
防
波
堤
（
西
）
南
東
端
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

倉
敷
市
玉
島
黒
崎

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
九
三
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業
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十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
、
点
カ
及
び
点
ウ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
四
三
五
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
番
所
鼻
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
四
一
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
帆
崎
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

中
国
電
力
送
電
線
新
倉
敷
玉
島
線
及
び
玉
島
笠
岡
線
№
一
一
鉄
塔
か
ら
基

点
第
一
四
三
五
号
見
通
し
延
長
線
上
基
点
第
一
四
三
五
号
か
ら
二
、
九
一
〇

メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

点
ア
か
ら
基
点
第
一
四
三
五
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
三
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
ウ

基
点
第
一
四
四
一
号
か
ら
手
島
高
ノ
越
鼻
西
端
見
通
し
線
上
基
点
第
一
四

四
一
号
か
ら
二
、
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
一
四
四
一
号
か
ら
手
島
高
ノ
越
鼻
西
端
見
通
し
線
上
基
点
第
一
四

四
一
号
か
ら
二
、
三
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

点
イ
か
ら
点
エ
見
通
し
線
と
、
倉
敷
市
玉
島
柏
島
権
現
山
（
三
〇
）
か
ら

玉
島
港
一
文
字
防
波
堤
（
西
）
南
東
端
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

点
カ

点
ア
か
ら
点
ウ
見
通
し
線
と
、
倉
敷
市
玉
島
柏
島
権
現
山
（
三
〇
）
か
ら

玉
島
港
一
文
字
防
波
堤
（
西
）
南
東
端
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

倉
敷
市
玉
島
黒
崎

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
九
四
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業
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の
り
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
、
点
カ
及
び
点
ウ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
四
三
五
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
番
所
鼻
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

中
国
電
力
送
電
線
新
倉
敷
玉
島
線
及
び
玉
島
笠
岡
線
№
一
一
鉄
塔
か
ら
基

点
第
一
四
三
五
号
見
通
し
延
長
線
上
基
点
第
一
四
三
五
号
か
ら
三
、
五
六
〇

メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

点
ア
か
ら
基
点
第
一
四
三
五
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
三
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
ウ

玉
島
黒
崎
沙
美
海
岸
潜
堤
（
西
）
灯
浮
標
か
ら
手
島
高
ノ
越
鼻
西
端
見
通

し
線
上
玉
島
黒
崎
沙
美
海
岸
潜
堤
（
西
）
灯
浮
標
か
ら
三
、
九
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
点

点
エ

玉
島
黒
崎
沙
美
海
岸
潜
堤
（
西
）
灯
浮
標
か
ら
手
島
高
ノ
越
鼻
西
端
見
通

し
線
上
玉
島
黒
崎
沙
美
海
岸
潜
堤
（
西
）
灯
浮
標
か
ら
三
、
五
五
〇
メ
ー
ト

ル
の
点

点
オ

点
イ
か
ら
点
エ
見
通
し
線
と
、
倉
敷
市
玉
島
柏
島
権
現
山
（
三
〇
）
か
ら

玉
島
港
一
文
字
防
波
堤
（
西
）
南
東
端
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

点
カ

点
ア
か
ら
点
ウ
見
通
し
線
と
、
倉
敷
市
玉
島
柏
島
権
現
山
（
三
〇
）
か
ら

玉
島
港
一
文
字
防
波
堤
（
西
）
南
東
端
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

倉
敷
市
玉
島
黒
崎

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
九
五
号
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２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

も
が
い
、
あ
か
が
い
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
沙
美
東
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
四
三
五
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
四
四
六
号
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
四
三
五
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
番
所
鼻
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
四
六
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
沙
美
漁
港
防
波
堤
南
西
端

点
ア

基
点
第
一
四
三
五
号
か
ら
倉
敷
市
玉
島
下
水
島
西
端
見
通
し
線
と
、
倉
敷

市
玉
島
港
防
波
堤
突
端
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
地
先
寄
島
東
南
端
見
通
し
線
と

の
交
差
点

点
イ

倉
敷
市
玉
島
港
防
波
堤
突
端
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
地
先
寄
島
東
南
端
見
通

し
線
と
、
基
点
第
一
四
四
六
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
東
端
見
通
し
線
と

の
交
差
点

二

地
元
地
区

倉
敷
市
玉
島
黒
崎

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
九
六
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

も
が
い
、
あ
か
が
い
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
沙
美
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち

に
掲
げ
る
区
域
を
除
い
た
区
域

（１）

（２）

基
点
第
一
四
三
八
号
、
基
点
第
一
四
四
六
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
四
四
〇
号
の
各

（１）
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点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
。
た
だ
し
、
河

川
、
溝
渠
等
の
区
域
を
除
く
。

き
ょ

点
の
位
置

基
点
第
一
四
三
五
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
番
所
鼻
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
三
八
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
諏
訪
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
四
〇
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
山
王
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
四
六
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
沙
美
漁
港
防
波
堤
南
西
端

点
ア

基
点
一
四
三
五
号
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
一
文
字
防
波
堤
南
端
見
通
し
線

と
、
基
点
第
一
四
四
六
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
東
端
見
通
し
線
と
の
交

差
点

点
イ

基
点
一
四
三
五
号
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
一
文
字
防
波
堤
南
端
見
通
し
線

と
、
基
点
第
一
四
四
〇
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
高
頂
見
通
し
線
と
の
交

差
点

点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
及
び
基
点
第
一
四
三
九
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮

（２）
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
四
三
九
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
妙
見
川
左
岸
角
に
設
置
し
た
標
識

点
ウ

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
五
五
〇
番
地
先
諏
訪
鼻
西
側
突
端

点
エ

点
ウ
か
ら
真
方
位
二
〇
〇
度
四
〇
分
見
通
し
線
上
点
ウ
か
ら
一
九
八
メ
ー

ト
ル
の
点

点
オ

基
点
第
一
四
三
九
号
か
ら
真
方
位
一
五
八
度
一
〇
分
見
通
し
線
上
基
点
第

一
四
三
九
号
か
ら
三
〇
一
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

倉
敷
市
玉
島
黒
崎

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
九
七
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期
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第
三
種
区
画
漁
業

も
が
い
、
あ
か
が
い
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
岩
谷
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
四
四
〇
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
四
四
一
号
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
四
三
五
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
番
所
鼻
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
四
〇
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
山
王
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
四
一
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
帆
崎
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
四
三
五
号
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
一
文
字
防
波
堤
南
端
見
通
し
線

と
、
基
点
第
一
四
四
〇
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
高
頂
見
通
し
線
と
の
交

差
点

点
イ

基
点
第
一
四
三
五
号
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
一
文
字
防
波
堤
南
端
見
通
し
線

と
、
基
点
第
一
四
四
一
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
西
端
見
通
し
線
と
の
交

差
点

二

地
元
地
区

倉
敷
市
玉
島
黒
崎

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
九
八
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

も
が
い
、
あ
か
が
い
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
南
浦
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
四
四
一
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
五
〇
一
号
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
。
た
だ
し
、
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河
川
、
溝
渠
等
の
区
域
を
除
く
。

き
ょ

点
の
位
置

基
点
第
一
四
三
五
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
番
所
鼻
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
四
一
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
帆
崎
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
〇
一
号

倉
敷
市
・
浅
口
市
界
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
四
三
五
号
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
一
文
字
防
波
堤
南
端
見
通
し
線

と
、
基
点
第
一
四
四
一
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
西
端
見
通
し
線
と
の
交

差
点

点
イ

基
点
第
一
四
三
五
号
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
一
文
字
防
波
堤
南
端
見
通
し
線

と
、
基
点
第
一
五
〇
一
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
西
端
見
通
し
線
と
の
交

差
点

二

地
元
地
区

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
及
び
浅
口
市
寄
島
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
九
九
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

あ
さ
り
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
岩
谷
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
四
三
九
号
及
び
基
点
第
一
四
四
〇
号
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時

海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
四
三
九
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
妙
見
川
左
岸
角
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
四
〇
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
山
王
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

二

地
元
地
区

倉
敷
市
玉
島
黒
崎

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
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四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
〇
〇
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

四
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
南
浦
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
四
四
二
号

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
傍
示
ノ
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
〇
一
号

倉
敷
市
・
浅
口
市
界
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
〇
五
号

浅
口
市
寄
島
町
三
郎
港
内
防
波
堤
基
部
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
〇
七
号

基
点
第
一
五
〇
五
号
か
ら
寄
島
干
拓
堤
防
上
北
へ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
地
点
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
五
〇
一
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
広
島
町
小
手
島
東
端
見
通
し
線

と
、
基
点
第
一
五
〇
七
号
か
ら
倉
敷
市
玉
島
黒
崎
帆
崎
見
通
し
線
と
の
交
差

点

点
イ

点
ア
か
ら
倉
敷
市
玉
島
黒
崎
帆
崎
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
点

点
ウ

点
イ
か
ら
基
点
第
一
四
四
二
号
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
エ

点
ア
か
ら
基
点
第
一
五
〇
一
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
及
び
浅
口
市
寄
島
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
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四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
〇
一
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
南
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
エ
、
点
オ
、
点
ウ
、
基
点
第
一
五
〇
九
号
、
基
点
第
一
五
二
八
号
及
び
点
エ

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
五
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
五
〇
八
号

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
〇
九
号

浅
口
市
寄
島
町
三
郎
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
二
五
号

浅
口
市
寄
島
町
一
文
字
防
波
堤
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
二
六
号

浅
口
市
寄
島
町
一
文
字
防
波
堤
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
二
八
号

浅
口
市
寄
島
町
三
郎
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
五
〇
八
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
甚
平
鼻
突
端
見
通
し
線
上

基
点
第
一
五
〇
八
号
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
五
〇
八
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
甚
平
鼻
突
端
見
通
し
線
上

基
点
第
一
五
〇
八
号
か
ら
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
一
五
〇
九
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
高
ノ
越
鼻
突
端
見
通
し
線

上
基
点
第
一
五
〇
九
号
か
ら
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
一
五
二
五
号
か
ら
基
点
第
一
五
二
六
号
見
通
し
延
長
線
と
、
基
点

第
一
五
二
八
号
か
ら
点
ア
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

点
オ

基
点
第
一
五
二
五
号
か
ら
基
点
第
一
五
二
六
号
見
通
し
延
長
線
と
、
点
ウ

か
ら
点
イ
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

浅
口
市
寄
島
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
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四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
〇
二
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

四
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

浅
口
市
寄
島
町
安
倉
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
五
〇
一
号

倉
敷
市
・
浅
口
市
界
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
〇
五
号

浅
口
市
寄
島
町
三
郎
港
内
防
波
堤
基
部
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
〇
七
号

基
点
第
一
五
〇
五
号
か
ら
寄
島
干
拓
堤
防
上
北
へ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
地
点
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
三
二
号

浅
口
市
寄
島
町
中
安
倉
東
防
波
堤
基
部
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
五
〇
七
号
か
ら
倉
敷
市
玉
島
黒
崎
帆
崎
見
通
し
線
上
基
点
第
一

五
〇
七
号
か
ら
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
（
浅
口
市
寄
島
町
一
文
字
防
波
堤
南

端
か
ら
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
）

点
イ

基
点
第
一
五
〇
一
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
広
島
町
小
手
島
東
端
見
通
し
線

と
、
基
点
第
一
五
〇
七
号
か
ら
倉
敷
市
玉
島
黒
崎
帆
崎
見
通
し
線
と
の
交
差

点

点
ウ

点
イ
か
ら
基
点
第
一
五
〇
一
号
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
エ

点
ア
か
ら
基
点
第
一
五
三
二
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

浅
口
市
寄
島
町
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三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
〇
三
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

あ
さ
り
、
あ
か
が
い
、
と
り
が
い
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
五
二
九
号
、
基
点
第
一
五
〇
九
号
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
五
三
三
号

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

域

点
の
位
置

基
点
第
一
五
〇
九
号

浅
口
市
寄
島
町
三
郎
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
二
九
号

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
干
拓
西
堤
防
東
基
部
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

地
点
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
三
三
号

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
干
拓
西
堤
防
地
先
人
工
干
潟
潜
堤
東
基
部

基
点
第
一
五
三
五
号

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
干
拓
西
堤
防
地
先
人
工
干
潟
潜
堤
南
東
端

基
点
第
一
六
〇
一
号

笠
岡
市
・
浅
口
市
界
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
六
〇
一
号
か
ら
笠
岡
市
真
鍋
島
大
島
西
端
見
通
し
線
上
基
点
第

一
六
〇
一
号
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
五
〇
九
号
か
ら
点
ア
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一
五
三
三
号
か
ら

基
点
第
一
五
三
五
号
見
通
し
延
長
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

浅
口
市
寄
島
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間
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一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
〇
四
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

は
ま
ぐ
り
、
も
が
い
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

倉
敷
市
玉
島
乙
島
地
先
（
高
梁
川
下
流
）

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
四
〇
二
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
及
び
基
点
第
一
四
〇
二
号
の
各
点

を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
三
〇
三
号

倉
敷
市
連
島
町
鶴
新
田
西
岡
崎
大
が
ん
ぎ
石
地
蔵

基
点
第
一
三
一
〇
号

倉
敷
市
連
島
町
鶴
新
田
船
溜
ま
り
の
石
積
防
波
堤
基
部

基
点
第
一
四
〇
二
号

倉
敷
市
玉
島
乙
島
株
式
会
社
ク
ラ
レ
南
東
国
土
交
通
省
が
設
置
し
た

標
識

基
点
第
一
四
一
五
号

倉
敷
市
玉
島
上
成
新
霞
橋
西
詰
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
四
一
七
号

倉
敷
市
玉
島
乙
島
高
崎
公
会
堂
内
の
水
道
記
念
碑

点
ア

基
点
第
一
四
〇
二
号
か
ら
基
点
第
一
三
〇
三
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
四

〇
二
号
か
ら
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
四
一
五
号
か
ら
点
ア
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一
四
一
七
号
か
ら

基
点
第
一
三
一
〇
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

基
点
第
一
四
一
七
号
か
ら
基
点
第
一
三
一
〇
号
見
通
し
線
上
基
点
一
四
一

七
号
か
ら
七
五
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

倉
敷
市
玉
島
乙
島
、
柏
島
及
び
勇
崎

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
〇
五
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



第
三
種
区
画
漁
業

あ
さ
り
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
南
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
五
二
九
号
、
基
点
第
一
五
〇
九
号
、
点
ア
及
び
基
点
第
一
五
三
〇
号

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

域

点
の
位
置

基
点
第
一
五
〇
九
号

浅
口
市
寄
島
町
三
郎
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
二
九
号

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
干
拓
西
堤
防
東
基
部
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

地
点
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
三
〇
号

基
点
第
一
五
〇
九
号
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
寄
島
高
頂
見
通
し
線
と
最

大
高
潮
時
海
岸
線
と
の
交
差
点

点
ア

基
点
第
一
五
三
〇
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
西
南
端
見
通
し
線
上
基
点

第
一
五
三
〇
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

浅
口
市
寄
島
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
〇
六
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

も
が
い
、
あ
か
が
い
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

浅
口
市
寄
島
町
安
倉
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
五
〇
一
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
及
び
基
点
第
一
五
二
六
号
の
各
点

を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
、
基
点
第
一
五
二
五
号
、
点
エ
、
点
オ
及
び
点
カ
の
各
点

を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と
一
文
字
防
波
堤
及
び
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
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囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
五
〇
一
号

倉
敷
市
・
浅
口
市
界
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
〇
三
号

浅
口
市
寄
島
町
一
三
〇
〇
三
の
三
八
番
地
（
寄
島
町
漁
協
事
務
所
）

地
先
北
東
角
護
岸
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
〇
八
号

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
一
四
号

浅
口
市
寄
島
町
早
崎
港
西
防
波
堤
曲
部
南
端

基
点
第
一
五
二
五
号

浅
口
市
寄
島
町
一
文
字
防
波
堤
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
二
六
号

浅
口
市
寄
島
町
一
文
字
防
波
堤
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
五
〇
一
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
広
島
町
小
手
島
東
端
見
通
し
線

と
、
基
点
第
一
五
〇
八
号
か
ら
倉
敷
市
玉
島
港
八
幡
防
波
堤
灯
台
見
通
し
線

と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
一
五
〇
八
号
か
ら
倉
敷
市
玉
島
港
八
幡
防
波
堤
灯
台
見
通
し
線
上

基
点
第
一
五
〇
八
号
か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
一
五
二
六
号
か
ら
真
方
位
八
二
度
見
通
し
線
上
基
点
第
一
五
二
六

号
か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
一
五
〇
三
号
か
ら
基
点
第
一
五
二
五
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一

五
一
四
号
か
ら
点
オ
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
オ

浅
口
市
寄
島
町
東
安
倉
港
沖
防
波
堤
突
端

点
カ

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
増
殖
場
護
岸
南
端

二

地
元
地
区

浅
口
市
寄
島
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
〇
七
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

も
が
い
、
あ
か
が
い
養
殖
業
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一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
南
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
イ
、
基
点
第
一
五
〇
九
号
及
び
基
点
第
一
五
〇
八
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

二
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
五
〇
八
号

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
〇
九
号

浅
口
市
寄
島
町
三
郎
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
五
三
〇
号

基
点
第
一
五
〇
九
号
か
ら
浅
口
市
寄
島
町
寄
島
高
頂
見
通
し
線
と
最

大
高
潮
時
海
岸
線
と
の
交
差
点

点
ア

基
点
第
一
五
三
〇
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
西
端
見
通
し
線
上
基
点
第

一
五
三
〇
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
五
〇
九
号
か
ら
点
ア
見
通
し
延
長
線
と
、
最
大
高
潮
時
海
岸
線

と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

浅
口
市
寄
島
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
〇
八
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

も
が
い
、
あ
か
が
い
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち

に
掲
げ
る
区
域
を
除
い
た
区
域

（１）

（２）

基
点
第
一
五
二
九
号
、
基
点
第
一
五
〇
九
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
六
〇
一
号
の
各

（１）
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
五
〇
九
号

浅
口
市
寄
島
町
三
郎
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識
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基
点
第
一
五
二
九
号

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
干
拓
西
堤
防
東
基
部
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

地
点
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
六
〇
一
号

笠
岡
市
・
浅
口
市
界
の
標
識

点
ア

基
点
第
一
五
〇
九
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
豊
島
高
ノ
越
鼻
突
端
見
通
し
線

上
基
点
第
一
五
〇
九
号
か
ら
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
六
〇
一
号
か
ら
笠
岡
市
大
島
西
端
見
通
し
線
上
基
点
第
一
六
〇

一
号
か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
第
一
五
三
三
号
、
基
点
第
一
五
三
四
号
、
基
点
第
一
五
三
六
号
、
基
点
第
一
五
三
五
号

（２）
及
び
基
点
第
一
五
三
三
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
五
三
三
号

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
干
拓
西
堤
防
地
先
人
工
干
潟
潜
堤
東
基
部

基
点
第
一
五
三
四
号

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
干
拓
西
堤
防
地
先
人
工
干
潟
潜
堤
西
基
部

基
点
第
一
五
三
五
号

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
干
拓
西
堤
防
地
先
人
工
干
潟
潜
堤
南
東
端

基
点
第
一
五
三
六
号

浅
口
市
寄
島
町
寄
島
干
拓
西
堤
防
地
先
人
工
干
潟
潜
堤
南
西
端

二

地
元
地
区

浅
口
市
寄
島
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
〇
九
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
大
島
中
及
び
西
大
島
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
六
〇
一
号

笠
岡
市
・
浅
口
市
界
の
標
識
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基
点
第
一
六
〇
六
号

笠
岡
市
西
大
島
黒
岩
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
六
〇
六
号
か
ら
笠
岡
市
北
木
島
布
越
鼻
東
端
見
通
し
線
上
基
点

第
一
六
〇
六
号
か
ら
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
六
〇
一
号
か
ら
笠
岡
市
真
鍋
島
天
神
鼻
突
端
見
通
し
線
上
基
点

第
一
六
〇
一
号
か
ら
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
一
六
〇
一
号
か
ら
笠
岡
市
真
鍋
島
天
神
鼻
突
端
見
通
し
線
上
基
点

第
一
六
〇
一
号
か
ら
一
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
一
六
〇
六
号
か
ら
笠
岡
市
北
木
島
布
越
鼻
東
端
見
通
し
線
上
基
点

第
一
六
〇
六
号
か
ら
一
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
一
〇
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

も
が
い
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
西
大
島
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
六
〇
七
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
六
〇
八
号
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
六
〇
七
号

笠
岡
市
西
大
島
根
の
尾
地
先
県
道
護
岸
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
六
〇
八
号

笠
岡
市
西
大
島
七
五
三
一
の
一
番
地
先
県
道
護
岸
（
元
階
段
の
位

置
）
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
六
〇
九
号

笠
岡
市
西
大
島
夏
目
船
溜
り
南
西
旧
物
揚
場
の
え
び
す
様

点
ア

基
点
第
一
六
〇
七
号
か
ら
笠
岡
市
高
島
東
端
見
通
し
線
上
基
点
第
一
六
〇
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七
号
か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
六
〇
八
号
か
ら
笠
岡
市
高
島
東
端
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一
六

〇
九
号
か
ら
点
ア
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

笠
岡
市
大
島
中
、
西
大
島
及
び
西
大
島
新
田

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
一
一
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

も
が
い
、
あ
か
が
い
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
大
島
中
及
び
西
大
島
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
六
〇
一
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
基
点
第
一
六
〇
六
号

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
五
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

域

点
の
位
置

基
点
第
一
六
〇
一
号

笠
岡
市
・
浅
口
市
界
の
標
識

基
点
第
一
六
〇
三
号

笠
岡
市
大
島
中
正
頭
長
ぞ
わ
い
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
六
〇
六
号

笠
岡
市
西
大
島
黒
岩
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
二
〇
号

笠
岡
市
神
島
外
浦
鹿
落
鼻
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
六
〇
一
号
か
ら
笠
岡
市
真
鍋
島
天
神
鼻
見
通
し
線
上
基
点
第
一

六
〇
一
号
か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
六
〇
三
号
か
ら
笠
岡
市
真
鍋
島
西
端
見
通
し
線
上
基
点
第
一
六

〇
三
号
か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
一
六
〇
六
号
か
ら
笠
岡
市
北
木
島
布
越
鼻
東
端
見
通
し
線
上
基
点

第
一
六
〇
六
号
か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
一
六
〇
六
号
か
ら
基
点
第
一
七
二
〇
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
六
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〇
六
号
か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

笠
岡
市
大
島
中
、
西
大
島
及
び
西
大
島
新
田

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
一
二
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

も
が
い
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
神
島
天
神
及
び
古
江
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
七
一
〇
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
七
一
五
号
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
六
〇
六
号

笠
岡
市
西
大
島
黒
岩
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
六
一
九
号

笠
岡
市
西
大
島
夏
目
船
溜
り
防
波
提
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
一
〇
号

笠
岡
市
神
島
天
神
社
常
夜
灯
か
ら
基
点
第
一
六
一
九
号
見
通
し
線
と

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
の
交
差
点

基
点
第
一
七
一
五
号

笠
岡
市
神
島
東
側
の
神
島
・
神
島
外
浦
界
防
波
堤
階
段
に
設
置
し
た

標
識

点
ア

基
点
第
一
七
一
〇
号
か
ら
基
点
第
一
六
一
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

一
〇
号
か
ら
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
七
一
五
号
か
ら
基
点
第
一
六
〇
六
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

一
五
号
か
ら
五
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
、
入
江
、
横
島
、
美
の
浜
及
び
富
岡

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間
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一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
一
三
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
神
島
御
崎
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
イ
、
点
ウ
、
点
オ
、
点
カ
及
び
点
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
七
三
〇
号

笠
岡
市
神
島
西
側
の
神
島
・
神
島
外
浦
界
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
三
一
号

笠
岡
市
神
島
御
崎
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
七
三
一
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七
三

一
号
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
七
三
〇
号
か
ら
笠
岡
市
梶
子
島
西
端
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

三
〇
号
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
一
七
三
〇
号
か
ら
笠
岡
市
梶
子
島
西
端
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

三
〇
号
か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
一
七
三
一
号
か
ら
真
方
位
一
八
〇
度
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七
三

一
号
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

点
ウ
か
ら
点
エ
見
通
し
延
長
線
上
点
エ
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

点
イ
か
ら
点
ア
見
通
し
延
長
線
上
点
ア
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
、
入
江
、
横
島
、
美
の
浜
、
富
岡
及
び
白
石
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



１

免
許
番
号

岡
区
第
一
一
四
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
神
島
外
浦
藤
の
浦
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
、
点
カ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

六
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
七
二
〇
号

笠
岡
市
神
島
外
浦
鹿
落
鼻
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
二
一
号

笠
岡
市
神
島
外
浦
黒
岩
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
二
三
号

笠
岡
市
神
島
外
浦
岡
崎
鼻
（
二
十
二
番
札
所
）
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
七
二
〇
号
か
ら
笠
岡
市
北
木
島
布
越
鼻
東
端
見
通
し
線
上
基
点

第
一
七
二
〇
号
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
七
二
〇
号
か
ら
笠
岡
市
北
木
島
布
越
鼻
東
端
見
通
し
線
上
基
点

第
一
七
二
〇
号
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
一
七
二
一
号
か
ら
笠
岡
市
白
石
島
仕
切
鼻
見
通
し
線
上
基
点
第
一

七
二
一
号
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
一
七
二
三
号
か
ら
笠
岡
市
高
島
台
の
鼻
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

二
三
号
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

基
点
第
一
七
二
三
号
か
ら
笠
岡
市
高
島
台
の
鼻
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

二
三
号
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

基
点
第
一
七
二
一
号
か
ら
笠
岡
市
白
石
島
仕
切
鼻
見
通
し
線
上
基
点
第
一

七
二
一
号
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
外
浦
、
高
島
及
び
飛
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
一
五
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
神
島
外
浦
大
道
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
七
二
五
号

笠
岡
市
神
島
外
浦
外
浦
大
道
（
護
岸
堤
西
端
）
鼻
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
二
七
号

笠
岡
市
神
島
外
浦
城
山
南
東
麓
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
四
八
号

笠
岡
市
明
地
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
七
二
号

笠
岡
市
高
島
汐
口
鼻
東
（
台
の
鼻
大
岩
）
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
七
二
七
号
地
先
石
積
防
波
堤
東
端
か
ら
基
点
第
一
七
七
二
号
見

通
し
線
上
基
点
第
一
七
二
七
号
地
先
石
積
防
波
堤
東
端
か
ら
一
七
五
メ
ー
ト

ル
の
点

点
イ

点
ア
か
ら
基
点
第
一
七
七
二
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
ウ

基
点
第
一
七
二
七
号
か
ら
基
点
第
一
七
四
八
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

二
七
号
か
ら
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
一
七
二
五
号
か
ら
点
ア
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七
二
五
号
か
ら
二

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
外
浦
、
高
島
及
び
飛
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



１

免
許
番
号

岡
区
第
一
一
六
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
神
島
外
浦
江
の
浜
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
エ
、
点
オ
、
点
カ
、
点
キ
及
び
点
エ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
七
三
〇
号

笠
岡
市
神
島
西
側
の
神
島
・
神
島
外
浦
界
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
五
五
号

笠
岡
市
稲
積
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
七
五
五
号
か
ら
笠
岡
市
神
島
オ
ソ
ノ
ミ
山
頂
見
通
し
線
と
、
最

大
高
潮
時
海
岸
線
と
の
交
差
点

点
イ

点
ア
か
ら
基
点
第
一
七
五
五
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
ウ

点
ア
か
ら
基
点
第
一
七
五
五
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
三
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
エ

基
点
第
一
七
三
〇
号
か
ら
笠
岡
市
梶
子
島
西
端
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

三
〇
号
か
ら
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

基
点
第
一
七
三
〇
号
か
ら
笠
岡
市
梶
子
島
西
端
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

三
〇
号
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

点
イ
か
ら
点
オ
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
キ

点
ウ
か
ら
点
エ
見
通
し
線
上
点
ウ
か
ら
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
外
浦
、
高
島
及
び
飛
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



１

免
許
番
号

岡
区
第
一
一
七
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
稲
積
島
北
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
イ
、
点
ウ
、
点
オ
、
点
カ
及
び
点
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
七
三
〇
号

笠
岡
市
神
島
西
側
の
神
島
・
神
島
外
浦
界
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
五
五
号

笠
岡
市
稲
積
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
七
〇
号

笠
岡
市
高
島
南
西
端
与
太
郎
鼻
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
七
五
五
号
か
ら
基
点
第
一
七
三
〇
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

五
五
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
七
七
〇
号
か
ら
笠
岡
市
鳥
山
高
見
通
し
延
長
線
上
基
点
第
一
七

七
〇
号
か
ら
一
、
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
一
七
七
〇
号
か
ら
笠
岡
市
鳥
山
高
見
通
し
延
長
線
上
基
点
第
一
七

七
〇
号
か
ら
一
、
八
七
五
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
一
七
五
五
号
か
ら
基
点
第
一
七
三
〇
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

五
五
号
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

点
ウ
か
ら
点
エ
見
通
し
延
長
線
上
点
エ
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

点
イ
か
ら
点
ア
見
通
し
延
長
線
上
点
ア
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
外
浦
、
高
島
及
び
飛
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
一
八
号

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
高
島
北
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
六
〇
六
号

笠
岡
市
西
大
島
黒
岩
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
二
四
号

笠
岡
市
神
島
外
浦
神
島
外
港
西
防
波
堤
燈
台

基
点
第
一
七
六
六
号

笠
岡
市
高
島
仏
崎
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
六
七
号

笠
岡
市
高
島
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
七
六
六
号
か
ら
基
点
第
一
七
二
四
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

六
六
号
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
七
六
六
号
か
ら
基
点
第
一
七
二
四
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

六
六
号
か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
一
七
六
七
号
か
ら
基
点
第
一
六
〇
六
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

六
七
号
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

点
ウ
か
ら
笠
岡
市
小
高
島
東
端
見
通
し
線
上
点
ウ
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
外
浦
、
高
島
及
び
飛
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
一
九
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
高
島
東
南
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
カ
、
点
オ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
七
六
七
号

笠
岡
市
高
島
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
六
八
号

笠
岡
市
高
島
南
東
端
バ
ベ
の
木
鼻
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
〇
五
号

笠
岡
市
白
石
島
仕
切
鼻
東
端
か
ら
西
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
に
設
置

し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
七
六
七
号
か
ら
笠
岡
市
縦
島
高
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七
六
七

号
か
ら
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
七
六
七
号
か
ら
笠
岡
市
縦
島
高
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七
六
七

号
か
ら
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
一
七
六
八
号
か
ら
基
点
第
一
八
〇
五
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

六
八
号
か
ら
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
一
七
六
八
号
か
ら
基
点
第
一
八
〇
五
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

六
八
号
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

点
エ
か
ら
点
ア
見
通
し
線
上
点
エ
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

点
ウ
か
ら
点
イ
見
通
し
線
上
点
ウ
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
外
浦
、
高
島
及
び
飛
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
二
〇
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
高
島
南
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
イ
、
点
ウ
、
点
カ
、
点
オ
及
び
点
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
七
五
三
号

笠
岡
市
明
地
島
南
西
端
（
シ
ロ
石
）
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
五
六
号

笠
岡
市
稲
積
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
七
〇
号

笠
岡
市
高
島
南
西
端
与
太
郎
鼻
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
七
八
号

笠
岡
市
高
島
南
西
百
間
ゾ
ワ
イ
燈
標

基
点
第
一
八
二
九
号

笠
岡
市
白
石
島
小
山
頂
上
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
七
七
〇
号
か
ら
基
点
第
一
八
二
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

七
〇
号
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
七
五
三
号
か
ら
基
点
第
一
八
二
九
号
見
通
し
線
と
、
点
ア
か
ら

広
島
県
福
山
市
鞆
町
仙
酔
島
高
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

点
イ
か
ら
基
点
第
一
八
二
九
号
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
エ

基
点
第
一
七
七
八
号
か
ら
基
点
第
一
八
二
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

七
八
号
か
ら
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
オ

点
ア
か
ら
広
島
県
福
山
市
鞆
町
仙
酔
島
高
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一
七
五

六
号
か
ら
笠
岡
市
小
飛
島
北
端
エ
ノ
コ
イ
シ
鼻
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
カ

点
ウ
か
ら
点
エ
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一
七
五
六
号
か
ら
笠
岡
市
小
飛
島

北
端
エ
ノ
コ
イ
シ
鼻
見
通
し
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
外
浦
、
高
島
及
び
飛
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



１

免
許
番
号

岡
区
第
一
二
一
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

わ
か
め
、
こ
ん
ぶ
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
差
出
島
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
及
び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
七
四
四
号

笠
岡
市
差
出
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
四
八
号

笠
岡
市
明
地
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
四
九
号

笠
岡
市
明
地
島
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

笠
岡
市
差
出
島
赤
石
か
ら
基
点
第
一
七
四
八
号
見
通
し
線
上
笠
岡
市
差
出

島
赤
石
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

笠
岡
市
差
出
島
赤
石
か
ら
基
点
第
一
七
四
八
号
見
通
し
線
上
笠
岡
市
差
出

島
赤
石
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
一
七
四
四
号
か
ら
基
点
第
一
七
四
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

四
四
号
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

基
点
第
一
七
四
四
号
か
ら
基
点
第
一
七
四
九
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

四
四
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
外
浦
、
高
島
及
び
飛
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
二
二
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



か
き
、
あ
さ
り
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
高
島
高
須
及
び
王
泊
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
七
七
九
号
、
点
ア
、
点
イ
、
基
点
第
一
七
六
六
号
及
び
基
点
第
一
七

七
三
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

れ
た
区
域
。
た
だ
し
、
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
沖
出
し
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
域

を
除
く
。

点
の
位
置

基
点
第
一
七
二
四
号

笠
岡
市
神
島
外
浦
神
島
外
港
西
防
波
堤
燈
台

基
点
第
一
七
三
二
号

笠
岡
市
神
島
外
浦
中
村
西
防
波
堤
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
四
四
号

笠
岡
市
差
出
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
六
六
号

笠
岡
市
高
島
仏
崎
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
七
三
号

笠
岡
市
高
島
汐
口
鼻
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
七
九
号

笠
岡
市
高
島
黒
土
港
北
防
波
堤
基
部
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

点
イ
か
ら
基
点
第
一
七
四
四
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一
七
三
二
号
か
ら

基
点
第
一
七
七
九
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
一
七
六
六
号
か
ら
基
点
第
一
七
二
四
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

六
六
号
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
外
浦
、
高
島
及
び
飛
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
二
三
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

あ
さ
り
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
神
島
東
地
先

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
七
一
五
号
及
び
点
ア
を
結
ん
だ
直
線
、
基
点
第
一
七
二
〇
号
及
び
点

イ
を
結
ん
だ
直
線
並
び
に
基
点
第
一
七
一
五
号
と
基
点
第
一
七
二
〇
号
の
間
に
お

け
る
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
沖
出
し
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
線
と
最
大
高
潮
時
海

岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
六
〇
六
号

笠
岡
市
西
大
島
黒
岩
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
一
五
号

笠
岡
市
神
島
東
側
の
神
島
・
神
島
外
浦
界
防
波
堤
階
段
に
設
置
し
た

標
識

基
点
第
一
七
二
〇
号

笠
岡
市
神
島
外
浦
鹿
落
鼻
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
七
一
五
号
か
ら
基
点
第
一
六
〇
六
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

一
五
号
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
七
二
〇
号
か
ら
基
点
第
一
六
〇
六
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

二
〇
号
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
外
浦
、
高
島
及
び
飛
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
二
四
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

あ
さ
り
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
高
島
高
須
及
び
王
泊
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
七
六
六
号
及
び
点
ア
を
結
ん
だ
直
線
、
基
点
第
一
七
七
九
号
及
び
点

イ
を
結
ん
だ
直
線
並
び
に
基
点
第
一
七
六
六
号
と
基
点
第
一
七
七
九
号
の
間
に
お

け
る
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
沖
出
し
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸

線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



基
点
第
一
七
六
〇
号

笠
岡
市
ホ
ヤ
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
六
六
号

笠
岡
市
高
島
仏
崎
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
七
九
号

笠
岡
市
高
島
黒
土
港
北
防
波
堤
基
部

点
ア

基
点
第
一
七
六
六
号
か
ら
基
点
第
一
七
六
〇
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

六
六
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
七
七
九
号
か
ら
防
波
堤
上
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
外
浦
、
高
島
及
び
飛
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
二
五
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

あ
さ
り
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
高
島
窓
石
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
七
五
八
号
及
び
基
点
第
一
七
六
九
号
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時

海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
七
五
八
号

笠
岡
市
高
島
え
ん
ろ
く
鼻
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
六
九
号

笠
岡
市
高
島
窓
の
鼻
北
端
に
設
置
し
た
標
識

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
外
浦
、
高
島
及
び
飛
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
二
六
号
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２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
三
種
区
画
漁
業

も
が
い
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
神
島
外
浦
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
七
一
五
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
及
び
基
点
第
一
七
二
〇
号
の
各
点

を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
六
〇
六
号

笠
岡
市
西
大
島
黒
岩
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
一
五
号

笠
岡
市
神
島
東
側
の
神
島
・
神
島
外
浦
界
防
波
堤
階
段
に
設
置
し
た

標
識

基
点
第
一
七
二
〇
号

笠
岡
市
神
島
外
浦
鹿
落
鼻
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
七
一
五
号
か
ら
基
点
第
一
六
〇
六
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
七

一
五
号
か
ら
五
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
七
二
〇
号
か
ら
倉
敷
市
下
水
島
北
端
見
通
し
線
と
、
点
ア
か
ら

笠
岡
市
縦
島
島
頂
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

基
点
第
一
七
二
〇
号
か
ら
笠
岡
市
北
木
島
布
越
鼻
東
端
見
通
し
線
上
基
点

第
一
七
二
〇
号
か
ら
五
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

笠
岡
市
神
島
外
浦
、
高
島
及
び
飛
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
二
七
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
白
石
島
水
場
仕
切
鼻
北
地
先
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４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
八
〇
三
号
、
基
点
第
一
八
〇
四
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
八

〇
六
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

れ
た
区
域
。
た
だ
し
、
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
沖
出
し
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
域

を
除
く
。

点
の
位
置

基
点
第
一
八
〇
三
号

笠
岡
市
白
石
島
仕
切
鼻
東
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
〇
四
号

笠
岡
市
白
石
島
仕
切
鼻
東
台
ノ
鼻
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
〇
五
号

笠
岡
市
白
石
島
仕
切
鼻
東
端
か
ら
西
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
に
設
置

し
た
標
識

基
点
第
一
八
〇
六
号

笠
岡
市
白
石
島
影
平
ヨ
コ
ゾ
ワ
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
三
一
号

笠
岡
市
コ
ゴ
チ
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
三
二
号

笠
岡
市
コ
ゴ
チ
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
八
〇
五
号
か
ら
笠
岡
市
高
島
東
北
端
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一

八
〇
四
号
か
ら
基
点
第
一
八
三
二
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
一
八
〇
六
号
か
ら
基
点
第
一
八
三
一
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
八

〇
六
号
か
ら
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
白
石
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
二
八
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
白
石
島
仕
切
鼻
か
ら
鳥
ノ
口
に
至
る
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
オ
、
基
点
第
一
八
〇
八
号
、
点
カ
、
点
キ
及
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び
点
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
八
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
八
〇
三
号

笠
岡
市
白
石
島
仕
切
鼻
東
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
〇
八
号

笠
岡
市
白
石
島
宮
ノ
鼻
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
一
一
号

笠
岡
市
白
石
島
南
端
乳
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
三
五
号

笠
岡
市
白
石
島
宮
ノ
鼻
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
七
三
号

笠
岡
市
北
木
島
町
字
矢
倉
と
字
上
松
原
の
境
界
の
鼻
突
端
に
設
置
し

た
標
識

点
ア

基
点
第
一
八
〇
三
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
高
ノ
越
見
通
し
線
上
基
点

第
一
八
〇
三
号
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
八
三
五
号
か
ら
基
点
第
一
八
七
三
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
八

三
五
号
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
ウ

基
点
第
一
八
〇
八
号
か
ら
笠
岡
市
北
木
島
八
幡
鼻
突
端
見
通
し
線
上
基
点

第
一
八
〇
八
号
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

点
オ
か
ら
笠
岡
市
北
木
島
鶴
石
見
通
し
線
上
点
オ
か
ら
一
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
オ

笠
岡
市
白
石
島
鳥
ノ
口
三
ゲ
ン
松
か
ら
笠
岡
市
北
木
島
町
鶴
石
見
通
し
線

と
、
基
点
第
一
八
〇
八
号
か
ら
基
点
第
一
八
一
一
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
カ

基
点
第
一
八
三
五
号
か
ら
基
点
第
一
八
七
三
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
八

三
五
号
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
キ

基
点
第
一
八
〇
三
号
か
ら
香
川
県
丸
亀
市
手
島
高
ノ
越
見
通
し
線
上
基
点

第
一
八
〇
三
号
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
白
石
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
二
九
号
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２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
白
石
島
西
之
浦
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
八
一
九
号
、
点
ア
、
点
イ
、
点
ウ
、
点
エ
、
点
カ
及
び
基
点
第
一
八

三
七
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
六
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
七
五
五
号

笠
岡
市
稲
積
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
五
六
号

笠
岡
市
稲
積
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
七
七
〇
号

笠
岡
市
高
島
南
西
端
与
太
郎
鼻
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
一
九
号

笠
岡
市
弁
天
島
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
二
七
号

笠
岡
市
白
石
島
小
山
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
三
六
号

笠
岡
市
白
石
島
亀
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
三
七
号

笠
岡
市
弁
天
島
東
北
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
八
一
九
号
か
ら
基
点
第
一
八
二
七
号
見
通
し
延
長
線
と
、
基
点

第
一
八
三
六
号
か
ら
笠
岡
市
鳥
山
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

笠
岡
市
白
石
島
応
神
山
山
頂
か
ら
広
島
県
福
山
市
鞆
町
仙
酔
島
高
見
通
し

線
と
、
基
点
第
一
八
三
六
号
か
ら
笠
岡
市
鳥
山
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
ウ

点
イ
か
ら
広
島
県
福
山
市
鞆
町
仙
酔
島
高
見
通
し
線
上
点
イ
か
ら
三
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
点

点
エ

点
ウ
か
ら
基
点
第
一
七
五
五
号
見
通
し
線
と
、
点
カ
か
ら
点
オ
見
通
し
延

長
線
と
の
交
差
点

点
オ

基
点
第
一
八
二
七
号
か
ら
基
点
第
一
七
五
六
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
八

二
七
号
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
カ

基
点
第
一
八
三
七
号
か
ら
基
点
第
一
七
七
〇
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
八

三
七
号
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
白
石
島
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三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
三
〇
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

の
り
養
殖
業

九
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
カ
ナ
リ
島
北
部
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
イ
、
点
オ
、
点
エ
、
点
ウ
及
び
点
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
四
直
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
八
一
〇
号

笠
岡
市
白
石
島
ヒ
ラ
タ
鼻
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
一
四
号

笠
岡
市
カ
ナ
リ
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
二
二
号

笠
岡
市
梶
子
島
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
八
一
四
号
か
ら
基
点
第
一
八
一
〇
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一

八
二
二
号
か
ら
笠
岡
市
神
島
御
崎
南
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

点
ア
か
ら
基
点
第
一
八
一
〇
号
見
通
し
線
上
点
ア
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
点

点
ウ

点
カ
か
ら
笠
岡
市
弁
天
島
北
西
端
見
通
し
線
上
点
カ
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
点

点
エ

笠
岡
市
弁
天
島
北
端
か
ら
真
方
位
二
五
一
度
三
〇
分
見
通
し
線
と
、
笠
岡

市
神
島
御
崎
南
端
か
ら
笠
岡
市
大
飛
島
西
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
オ

基
点
第
一
八
一
〇
号
か
ら
基
点
第
一
八
一
四
号
見
通
し
延
長
線
と
、
笠
岡

市
神
島
御
崎
南
端
か
ら
笠
岡
市
大
飛
島
西
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
カ

笠
岡
市
弁
天
島
北
端
か
ら
真
方
位
二
五
一
度
三
〇
分
見
通
し
線
と
、
笠
岡

市
神
島
御
崎
南
端
か
ら
基
点
第
一
八
二
二
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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二

地
元
地
区

笠
岡
市
白
石
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
三
一
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

わ
か
め
、
こ
ん
ぶ
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
白
石
島
北
東
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
八
〇
一
号
及
び
点
ア
を
結
ん
だ
直
線
、
笠
岡
市
白
石
島
屏
風
岩
及
び

点
イ
を
結
ん
だ
直
線
並
び
に
基
点
第
一
八
〇
一
号
と
笠
岡
市
白
石
島
屏
風
岩
の
間

に
お
け
る
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
沖
出
し
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
線
と
最
大
高
潮
時

海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
七
六
七
号

笠
岡
市
高
島
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
〇
一
号

笠
岡
市
白
石
島
水
場
の
浜
北
モ
チ
の
木
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
二
〇
号

笠
岡
市
沖
ノ
白
石
燈
台

点
ア

基
点
第
一
八
〇
一
号
か
ら
基
点
第
一
八
二
〇
号
見
通
し
線
上
基
点
第
一
八

〇
一
号
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

笠
岡
市
白
石
島
屏
風
岩
か
ら
基
点
第
一
七
六
七
号
見
通
し
線
上
笠
岡
市
白

石
島
屏
風
岩
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
白
石
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間
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一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
三
二
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

わ
か
め
、
こ
ん
ぶ
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
白
石
島
北
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
八
三
八
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
八
一
九
号
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
八
一
九
号

笠
岡
市
弁
天
島
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
二
七
号

笠
岡
市
白
石
島
小
山
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
二
八
号

笠
岡
市
白
石
島
小
山
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
三
四
号

笠
岡
市
白
石
島
西
之
浦
先
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
三
八
号

笠
岡
市
弁
天
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
八
三
八
号
か
ら
基
点
第
一
八
二
八
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一

八
三
四
号
か
ら
笠
岡
市
小
高
島
西
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

点
イ

基
点
第
一
八
一
九
号
か
ら
基
点
第
一
八
二
七
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一

八
三
四
号
か
ら
笠
岡
市
小
高
島
西
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
白
石
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
三
三
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業
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一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
白
石
島
鳥
ノ
口
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
八
〇
八
号
及
び
笠
岡
市
白
石
島
三
ゲ
ン
ボ
鼻
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
八
〇
八
号

笠
岡
市
白
石
島
宮
ノ
鼻
に
設
置
し
た
標
識

二

地
元
地
区

笠
岡
市
白
石
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
三
四
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
白
石
島
北
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
八
一
七
号
、
基
点
第
一
八
三
八
号
、
点
ア
及
び
基
点
第
一
八
三
四
号

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

域

点
の
位
置

基
点
第
一
八
一
七
号

笠
岡
市
白
石
島
目
玉
岩
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
二
八
号

笠
岡
市
白
石
島
小
山
南
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
三
四
号

笠
岡
市
白
石
島
西
之
浦
先
西
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
三
八
号

笠
岡
市
弁
天
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
八
三
八
号
か
ら
基
点
第
一
八
二
八
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一

八
三
四
号
か
ら
笠
岡
市
小
高
島
西
端
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

笠
岡
市
白
石
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
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四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
三
五
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
北
木
島
町
豊
浦
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
八
七
七
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
八
七
八
号
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
第
第
一
八
七
七
号

笠
岡
市
北
木
島
八
幡
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
七
八
号

笠
岡
市
北
木
島
町
木
崎
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
八
七
七
号
か
ら
笠
岡
市
白
石
島
宮
ノ
鼻
高
見
通
し
線
上
基
点
第

一
八
七
七
号
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
八
七
八
号
か
ら
笠
岡
市
白
石
島
宮
ノ
鼻
高
見
通
し
線
上
基
点
第

一
八
七
八
号
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

笠
岡
市
北
木
島
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
三
六
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
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３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
北
木
島
東
地
先

４

漁
場
の
区
域

点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
八
六
三
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
二
直
線
と
最
大

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
八
六
三
号

笠
岡
市
北
木
島
町
大
浦
港
北
防
波
堤
突
端
灯
台
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
七
九
号

笠
岡
市
北
木
島
布
越
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

笠
岡
市
北
木
島
ト
ン
ギ
リ
山
（
一
八
〇
）
か
ら
笠
岡
市
茂
床
島
島
頂
見
通

し
線
と
、
笠
岡
市
北
木
島
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
の
交
差
点

点
イ

笠
岡
市
北
木
島
ト
ン
ギ
リ
山
（
一
八
〇
）
か
ら
笠
岡
市
茂
床
島
島
頂
見
通

し
線
と
、
基
点
第
一
八
六
三
号
か
ら
基
点
第
一
八
七
九
号
見
通
し
線
と
の
交

差
点

二

地
元
地
区

笠
岡
市
北
木
島
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
三
七
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

か
き
垂
下
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
北
木
島
東
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
八
六
二
号
、
点
ア
及
び
基
点
第
一
八
七
九
号
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

二
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
八
六
二
号

笠
岡
市
北
木
島
町
中
山
防
波
堤
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
六
三
号

笠
岡
市
北
木
島
町
大
浦
港
北
防
波
堤
突
端
灯
台
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
八
七
九
号

笠
岡
市
北
木
島
町
布
越
南
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

笠
岡
市
大
島
高
頂
（
五
八
）
か
ら
基
点
第
一
八
六
二
号
見
通
し
線
と
、
基
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点
第
一
八
六
三
号
か
ら
基
点
第
一
八
七
九
号
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

笠
岡
市
北
木
島
町

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
三
八
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

わ
か
め
養
殖
業

十
月
一
日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
真
鍋
島
大
島
西
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
九
三
七
号
、
点
ア
、
基
点
第
一
九
五
〇
号
及
び
基
点
第
一
九
五
一
号

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

域

点
の
位
置

基
点
第
一
九
一
七
号

笠
岡
市
大
島
白
石
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
九
三
七
号

笠
岡
市
大
島
三
郎
五
郎
鼻
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
九
五
〇
号

笠
岡
市
小
島
北
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
九
五
一
号

笠
岡
市
大
島
南
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
九
三
七
号
か
ら
基
点
第
一
九
一
七
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一

九
五
〇
号
か
ら
笠
岡
市
北
木
島
町
八
幡
山
（
一
四
二
）
山
頂
見
通
し
線
と
の

交
差
点

５

制
限
又
は
条
件

漁
期
終
了
日
ま
で
に
漁
場
の
清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

地
元
地
区

笠
岡
市
真
鍋
島
及
び
六
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間
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一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
三
九
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

第
一
種
区
画
漁
業

ふ
ぐ
小
割
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
六
島
北
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
九
三
〇
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
基
点
第
一
九
四
七
号
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
三
直
線
と
笠
岡
市
六
島
湛
江
漁
港
西
防
波
堤
及
び
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と

に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
。
た
だ
し
、
基
点
第
一
九
三
〇
号
と
基
点
第
一
九
四
一

号
の
間
に
お
け
る
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
沖
出
し
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
域
を
除

く
。

点
の
位
置

基
点
第
一
七
八
四
号

笠
岡
市
小
飛
島
南
端
長
崎
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
九
二
五
号

笠
岡
市
六
島
笠
松
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
九
三
〇
号

笠
岡
市
六
島
唐
サ
ギ
突
端
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
九
四
一
号

笠
岡
市
六
島
湛
江
漁
港
西
防
波
堤
基
部
に
設
置
し
た
標
識

基
点
第
一
九
四
七
号

笠
岡
市
六
島
湛
江
漁
港
西
防
波
堤
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
九
三
〇
号
か
ら
笠
岡
市
ハ
ブ
島
北
東
端
見
通
し
線
上
基
点
第
一

九
三
〇
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

基
点
第
一
九
四
七
号
か
ら
基
点
第
一
七
八
四
号
見
通
し
線
と
、
基
点
第
一

九
二
五
号
か
ら
点
ア
見
通
し
線
と
の
交
差
点

二

地
元
地
区

笠
岡
市
真
鍋
島
及
び
六
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間

一

免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

１

免
許
番
号

岡
区
第
一
四
〇
号

２

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



第
一
種
区
画
漁
業

ふ
ぐ
小
割
式
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

３

漁
場
の
位
置

笠
岡
市
六
島
東
地
先

４

漁
場
の
区
域

基
点
第
一
九
二
六
号
、
点
ア
、
点
イ
及
び
笠
岡
市
六
島
前
浦
港
北
防
波
堤
曲
が

り
角
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
三
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

た
区
域

点
の
位
置

基
点
第
一
九
二
六
号

笠
岡
市
六
島
大
鳥
鼻
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
ア

基
点
第
一
九
二
六
号
か
ら
香
川
県
三
豊
市
詫
間
町
粟
島
西
端
見
通
し
線
上

基
点
第
一
九
二
六
号
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点
イ

笠
岡
市
六
島
前
浦
港
北
防
波
堤
曲
が
り
角
か
ら
香
川
県
三
豊
市
詫
間
町
箱

崎
灯
台
見
通
し
線
上
笠
岡
市
六
島
前
浦
港
北
防
波
堤
曲
が
り
角
か
ら
一
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
点

二

地
元
地
区

笠
岡
市
真
鍋
島
及
び
六
島

三

免
許
予
定
日

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

四

存
続
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

申
請
期
間

告
示
の
日
か
ら
百
二
十
日
間
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〔
二
八
九
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
三
十
年
五
月
三
十
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ス
マ
イ
ル
・
つ
る
み

三

代
表
者
の
氏
名

信
宮

勝
正

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

備
前
市
鶴
海
一
五
七
七
番
地
一

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

、

、

、

こ
の
法
人
は

こ
の
地
域
を
大
家
族
と
位
置
づ
け

こ
こ
に
暮
ら
す
ひ
と
り
ひ
と
り
が
つ
な
が
り

お
互
い
が
支
え
合
い
助
け
な
が
ら
安
心
し
て
住
め
る
、
住
み
よ
い
・
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

役
員
に
関
す
る
事
項

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



〔
二
九
〇
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う

）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の

。

と
お
り
契
約
の
相
手
方
等
を
決
定
し
た
。

平
成
三
十
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
役
務
の
名
称

平
成
三
十
年
度
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
拡
張
機
能
整
備
事
業

二

契
約
期
間

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
三
十
年
四
月
一
日

五

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

一
般
社
団
法
人
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡
山
協
議
会

岡
山
市
北
区
駅
元
町
一
九
番
二
号

六

契
約
金
額

九
七
、
四
八
六
、
五
七
四
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
七
、
二
二
一
、
二
二
八

円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

八

随
意
契
約
の
理
由

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



〔
二
九
一
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う

）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の

。

と
お
り
契
約
の
相
手
方
等
を
決
定
し
た
。

平
成
三
十
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
役
務
の
名
称

平
成
三
十
年
度
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
双
方
向
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

二

契
約
期
間

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
三
十
年
四
月
一
日

五

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

一
般
社
団
法
人
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡
山
協
議
会

岡
山
市
北
区
駅
元
町
一
九
番
二
号

六

契
約
金
額

、

、

（

、

、

）

三
六

九
五
五

〇
二
九
円

う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
二

七
三
七

四
一
〇
円

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

八

随
意
契
約
の
理
由

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め
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〔
二
九
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
三
十
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
字
五
ノ
割
三
四
七

二
、
三
四
七

五

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
浜
町
二
丁
目
一

一
〇
フ
ァ
ヴ
ィ
リ
ー
タ
二
〇
一
号

－

佐
藤
祥
友
紀

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
六
六
号

平成３０年６月８日　岡山県公報　第１１９９７号



二
九
三

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

。

札
を
実
施
す
る

平
成
三
十
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

(
1
)
調
達
件
名

岡
山
県
警
察
本
部
庁
舎
整
備
に
お
け
る
総
合
指
揮
室
シ
ス
テ
ム
委
託
業
務

一
式

(
2
)
調
達
業
務
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
総
合
指
揮
室
シ
ス
テ
ム
委
託
業
務
仕
様
書
に
よ
る
。

(
3
)
契
約
期
間

契
約
締
結
日
か
ら
平
成
3
3
年
３
月
2
6
日
ま
で

(
4
)
履
行
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(
5
)
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
，
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
1
0
0
分
の
８
に
相
当

す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
，
そ
の
端
数
金
額
を

切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
，
入
札
者
は
，
消
費
税
及
び
地

。

方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
，
見
積
も
っ
た
契
約

金
額
の
1
0
8
分
の
1
0
0
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

２
競
争
入
札
参
加
資
格

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
)
平
成
3
0
年
度
に
県
が
発
注
す
る
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の

物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号
）
の
規

定
が
適
用
さ
れ
る
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
平
成
3
0
年
岡
山
県
告

示
第
3
4
号
（
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
，
資
格
審
査
の
申

請
手
続
等
。
以
下
「
資
格
告
示
」
と
い
う
）
に
定
め
る
資
格
を
い
う
）
を
得
て
い
る
者
で
あ

。
。

る
こ
と
。

(
2
)
平
成
2
4
年
度
以
降
に
お
い
て
，
国
，
県
又
は
市
町
村
を
相
手
方
と
す
る
警
察
通
信
指
令
シ
ス
テ

ム
，
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
，
総
合
指
揮
室
シ
ス
テ
ム
又
は
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る

契
約
を
締
結
し
，
当
該
契
約
を
履
行
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。
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(
3
)
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
2
2
年
政
令
第
1
6
号
）
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
岡
山
県
役
務
の
提
供
の
契

約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
要
領
（
平
成
1
9
年
岡
山
県
告
示
第
3
3
2
号
）
の
規
定
に
よ
る
入
札

参
加
の
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
5
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
岡
山
県
か
ら
岡
山
県
役
務

の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
除
外
等
要
領
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外
の
措
置
を
受
け
て
い
る

者
で
な
い
こ
と
。

(
6
)
民
事
再
生
法
（
平
成
1
1
年
法
律
第
2
2
5
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て

い
る
者
又
は
会
社
更
生
法
（
平
成
1
4
年
法
律
第
1
5
4
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が

な
さ
れ
て
い
る
者
（
再
生
手
続
開
始
の
決
定
又
は
更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者
を
除

く
）
で
な
い
こ
と
。

。

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
，
２
(
1
)
の
資
格
を
得
て
い
な
い
も
の
は
，
資

格
告
示
に
基
づ
き
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

(
1
)
申
請
書
の
入
手
先
，
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
県
民
生
活
部
情
報
政
策
課
情
報
化
推
進
班

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
2
6
4
（
直
通
）

(
2
)
申
請
書
の
提
出
期
限

平
成
3
0
年
７
月
1
9
日
（
木
）

午
後
４
時

４
入
札
書
の
提
出
場
所
等

(
1
)
入
札
書
の
提
出
場
所
，
契
約
条
項
を
示
す
場
所
，
入
札
説
明
書
等
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ

せ
先〒
7
0
0
－
8
5
1
2
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
契
約
担
当

電
話
（
0
8
6
）
2
3
4
－
0
1
1
0
内
線
2
2
1
6

(
2
)
入
札
説
明
書
等
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法

ア
交
付
期
間

平
成
3
0
年
６
月
８
日
（
金
）
か
ら
同
年
７
月
1
9
日
（
木
）
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
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条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
）
。

イ
交
付
方
法

(
1
)
の
場
所
に
て
交
付
す
る
。

ま
た
，
郵
送
に
よ
る
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
，
交
付
に
必
要
な
期
間
を
十
分
に
考
慮
し
，

，
。

，
返
信
用
封
筒
及
び
返
信
に
必
要
な
切
手
等
を
同
封
し

(
1
)
の
場
所
に
請
求
す
る
こ
と

な
お

交
付
す
る
入
札
説
明
書
等
は
，
縦
2
9
7
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
横
2
1
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
重
さ
2
6
0
グ

ラ
ム
で
あ
る
の
で
，
注
意
す
る
こ
と
。

(
3
)
入
札
書
の
受
領
期
限

平
成
3
0
年
７
月
2
5
日
（
水
）

午
後
４
時

(
4
)
開
札
の
日
時
及
び
場
所

平
成
3
0
年
７
月
2
6
日
（
木
）

午
前
1
0
時
3
0
分

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
分
室
（
岡
山
県
庁
地
下
１
階
）

５
そ
の
他

(
1
)
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

(
2
)
入
札
保
証
金

（
）

。
岡
山
県
財
務
規
則
昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号
第
1
3
1
条
及
び
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
る

(
3
)
契
約
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
4
)
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
，
入
札
書
を
受
領
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
と
と

も
に
，
入
札
説
明
書
に
示
す
書
類
を
作
成
し
，
平
成
3
0
年
７
月
1
9
日
（
木
）
午
後
４
時
ま
で
に
，

入
札
説
明
書
で
示
す
場
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
，
入
札
参
加
希
望
者
は
，
契
約
担
当
者
か
ら
提
出
し
た
書
類
等
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
は
，
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
5
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
，
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
岡
山
県
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
札

に
係
る
入
札
書
は
，
無
効
と
す
る
。
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(
6
)
契
約
書
作
成
の
要
否

要

(
7
)
落
札
者
の
決
定
方
法

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
3
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内

で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
8
)
そ
の
他

詳
細
は
，
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

６
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
m
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
s
e
r
v
i
c
e
t
o
b
e
p
r
o
c
u
r
e
d
:

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
o
f
i
n
t
e
g
r
a
t
e
d
p
o
l
i
c
e
c
o
m
m
a
n
d
S
y
s
t
e
m
e
q
u
i
p
m
e
n
t
f
o
r
t
h
e

c
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
o
f
t
h
e
O
k
a
y
a
m
a
P
o
l
i
c
e
h
e
a
d
q
u
a
r
t
e
r
s
o
f
f
i
c
e
１
s
e
t

(
2
)
C
o
n
t
r
a
c
t
p
e
r
i
o
d
:

F
r
o
m
a
d
a
y
o
f
t
h
e
c
o
n
t
r
a
c
t
c
o
n
c
l
u
s
i
o
n
,
t
h
r
o
u
g
h
M
a
r
c
h
2
6
,
2
0
2
1

(
3
)
F
u
l
f
i
l
l
m
e
n
t
p
l
a
c
e
:

S
p
e
c
i
f
i
e
d
i
n
t
h
e
b
i
d
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
f
o
r
m

(
4
)
T
i
m
e
l
i
m
i
t
f
o
r
t
e
n
d
e
r
:

４
:
0
0
P
.
M
2
5
J
u
l
y
,
2
0
1
8

(
5
)
C
o
n
t
a
c
t
p
o
i
n
t
f
o
r
t
h
e
n
o
t
i
c
e
:

F
i
n
a
n
c
e
S
e
c
t
i
o
n
,
O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
P
o
l
i
c
e
H
e
a
d
q
u
a
r
t
e
r
s

２
－
４
－
６
U
c
h
i
s
a
n
g
e
,
K
i
t
a
－
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
－
s
h
i
,
O
k
a
y
a
m
a
－
k
e
n
,
7
0
0
－
8
5
1
2
,

J
a
p
a
n

T
e
l
e
p
h
o
n
e
：
0
8
6
－
2
3
4
－
0
1
1
0
,
E
x
t
.
2
2
1
6
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◎
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
二
号

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
六
月
八
日

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者

佐

藤

一

雄

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十

九
年
岡
山
県
営
電
気
事
業
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
六
百
八
十
円
」
を
「
六
百
八
十
五
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事

（

「

」

。
）

す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程

以
下

改
正
後
の
規
程

と
い
う

の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
給
与
の
内
払
）

２

改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
公

営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
支

給
さ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
八
号

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
二
日
執
行
の
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
に
お
け
る
公
職
の
候
補
者

の
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
書
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
三
十
年
六
月
八
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

藤

原

健

補
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公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第１区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 24,561,600円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

沢 一 郎 政党又は所 自由民主党
氏 名 ９月22日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
三 谷 正 史

者 氏 名 11月１日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 1,220,478

円 家 屋 費 2,232,034

自由民主党岡山県第一選挙区支部 5,025,920 選挙事務所費 1,298,002

沢 郁子 会社役員 1,500,000 集 合 会 場費 934,032

井橋 順嗣 会社役員 1,000,000 通 信 費 1,710,372

矢部 賢 会 社 員 300,000 交 通 費 －

印 刷 費 2,678,210

広 告 費 1,369,735

文 具 費 7,823

食 糧 費 167,200

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 2,182,082 雑 費 83,430

今 回 計 10,008,002 今 回 計 9,469,282

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 10,008,002 総 計 9,469,282

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 269,850円

ビラの作成 476,000円

支出のうち公費 ポスターの作成 1,155,360円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 164,742円
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選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 207,968円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 198,625円

計 2,472,545円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月３日 第１回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第１区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 24,561,600円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

沢 一 郎 政党又は所 自由民主党
氏 名 ９月29日から

属党派
期間 第２回分

出納責任 平成29年
三 谷 正 史

者 氏 名 11月28日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 170,000

円 家 屋 費 371,520

選挙事務所費 371,520

集 合 会 場費 －

通 信 費 451,814

交 通 費 －

印 刷 費 －

広 告 費 －

文 具 費 215,129

食 糧 費 －

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 117,466

今 回 計 － 今 回 計 1,325,929

前 回 計 10,008,002 前 回 計 9,469,282

総 計 10,008,002 総 計 10,795,211
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報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年12月５日 第２回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第１区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 24,561,600円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

沢 一 郎 政党又は所 自由民主党
氏 名 10月10日から

属党派
期間 第３回分

出納責任 平成29年
三 谷 正 史

者 氏 名 10月31日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 105,200

円 家 屋 費 －

選挙事務所費 －

集合会場費 －

通 信 費 －

交 通 費 －

印 刷 費 －

広 告 費 －

文 具 費 －

食 糧 費 －

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 －

今 回 計 － 今 回 計 105,200

前 回 計 10,008,002 前 回 計 10,795,211

総 計 10,008,002 総 計 10,900,411

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年12月15日 第３回報告分
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公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第１区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 24,561,600円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

高 井 崇 志 政党又は所 立憲民主党
氏 名 ９月26日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
井 上 信 也

者 氏 名 10月31日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 475,000

円 家 屋 費 1,309,392

民進党 15,000,000 選挙事務所費 1,152,268

全日本分権自治フォーラム 100,000 集 合 会 場費 157,124

中川 和久 会社役員 50,000 通 信 費 79,046

交 通 費 342,666

印 刷 費 2,274,134

広 告 費 2,017,403

文 具 費 142,081

食 糧 費 128,068

その他の寄附 ８件 95,000 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 138,095

今 回 計 15,245,000 今 回 計 6,905,885

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 15,245,000 総 計 6,905,885

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 269,850円

ビラの作成 475,300円

支出のうち公費 ポスターの作成 1,154,032円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 164,742円
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選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 207,656円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 39,725円

計 2,311,305円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月５日 第１回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第１区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 24,561,600円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

高 井 崇 志 政党又は所 立憲民主党
氏 名 10月１日から

属党派
期間 第２回分

出納責任 平成29年
井 上 信 也

者 氏 名 11月20日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －

円 家 屋 費 －

選挙事務所費 －

集合会場費 －

通 信 費 278,173

交 通 費 －

印 刷 費 －

広 告 費 －

文 具 費 －

食 糧 費 －

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 143,702

今 回 計 － 今 回 計 421,875

前 回 計 15,245,000 前 回 計 6,905,885

総 計 15,245,000 総 計 7,327,760
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報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月22日 第２回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第１区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 24,561,600円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

蜂 谷 弘 美 政党又は所 希 望 の 党
氏 名 10月９日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
近 常 俊 彦

者 氏 名 11月４日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 300,000

円 家 屋 費 169,120

はちやひろみ後援会 100,000 選挙事務所費 143,200

集 合 会 場費 25,920

通 信 費 4,051

交 通 費 107,149

印 刷 費 1,631,360

広 告 費 1,053,110

文 具 費 40,405

食 糧 費 80,720

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 1,281,845 雑 費 －

今 回 計 1,381,845 今 回 計 3,385,915

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 1,381,845 総 計 3,385,915

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 － 円
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ビラの作成 476,000円

支出のうち公費 ポスターの作成 1,155,360円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 164,742円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 207,968円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 － 円

計 2,004,070円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月６日 第１回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第２区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,501,200円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

垣 内 京 美 政党又は所 日本共産党
氏 名 10月５日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
西 崎 洋 一

者 氏 名 10月25日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －

円 家 屋 費 100,000

日本共産党岡山県委員会 488,668 選挙事務所費 100,000

日本共産党岡山地区委員会 305,600 集 合 会 場費 －

通 信 費 10,800

交 通 費 －

印 刷 費 488,668

広 告 費 85,600

文 具 費 －

食 糧 費 40,551

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 －

今 回 計 794,268 今 回 計 725,619
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前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 794,268 総 計 725,619

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 － 円

ビラの作成 － 円

支出のうち公費 ポスターの作成 － 円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 － 円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 － 円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 － 円

計 － 円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月４日 第１回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第２区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,501,200円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

田 部 雄 治 政党又は所 幸福実現党
氏 名 ９月25日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
田 部 亜 美

者 氏 名 10月30日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －

円 家 屋 費 95,000

幸福実現党岡山東後援会 5,030,000 選挙事務所費 95,000

集 合 会 場費 －

通 信 費 157,680

交 通 費 35,147

印 刷 費 876,065

広 告 費 50,975

文 具 費 －
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食 糧 費 －

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 21,156

今 回 計 5,030,000 今 回 計 1,236,023

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 5,030,000 総 計 1,236,023

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 － 円

ビラの作成 － 円

支出のうち公費 ポスターの作成 － 円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 － 円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 － 円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 － 円

計 － 円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月２日 第１回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第２区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,501,200円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

津 村 啓 介 政党又は所 希 望 の 党
氏 名 10月２日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
秋 山 健 次

者 氏 名 10月30日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 290,000

円 家 屋 費 100,335

民進党 20,000,000 選挙事務所費 100,335

民進党岡山県第２区総支部 100,335 集 合 会 場費 －

通 信 費 1,427
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交 通 費 16,000

印 刷 費 3,449,344

広 告 費 1,152,912

文 具 費 89,387

食 糧 費 448,511

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 －

今 回 計 20,100,335 今 回 計 5,547,916

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 20,100,335 総 計 5,547,916

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 262,500円

ビラの作成 476,000円

支出のうち公費 ポスターの作成 1,146,660円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 164,700円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 207,600円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 － 円

計 2,257,460円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月３日 第１回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第２区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,501,200円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

津 村 啓 介 政党又は所 希 望 の 党
氏 名 10月４日から

属党派
期間 第２回分

出納責任 平成29年
秋 山 健 次

者 氏 名 12月26日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －
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円 家 屋 費 －

選挙事務所費 －

集合会場費 －

通 信 費 －

交 通 費 －

印 刷 費 49,000

広 告 費 －

文 具 費 －

食 糧 費 －

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 57,550

今 回 計 － 今 回 計 106,550

前 回 計 20,100,335 前 回 計 5,547,916

総 計 20,100,335 総 計 5,654,466

報 告 書 受 理 年 月 日 平成30年４月25日 第２回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第２区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,501,200円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

山 下 貴 司 政党又は所 自由民主党
氏 名 ９月21日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
山 下 一 盛

者 氏 名 10月27日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 385,000

円 家 屋 費 2,771,180

自由民主党岡山県第二選挙区支部 15,000,000 選挙事務所費 682,600
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全国社会保険労務士政治連盟 200,000 集 合 会 場費 2,088,580

岡山県農政連盟 200,000 通 信 費 1,655,870

日本弁護士政治連盟 100,000 交 通 費 42,868

岡山県宅建政治連盟 200,000 印 刷 費 4,838,734

日本不動産鑑定士政治連盟 300,000 広 告 費 1,500,456

岡山県酪農政治連盟 50,000 文 具 費 63,160

岡山県トラック政治連盟 200,000 食 糧 費 164,132

岡山県社会福祉政治連盟 50,000 休 泊 費 －

環境保全政治連盟 200,000 雑 費 193,143

平松 掟 弁 護 士 100,000

平田 啓子 会社社長 500,000

その他の寄附 －

その他の収入 2,500,000

今 回 計 19,600,000 今 回 計 11,614,543

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 19,600,000 総 計 11,614,543

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 269,850円

ビラの作成 475,900円

支出のうち公費 ポスターの作成 1,155,886円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 164,742円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 207,968円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 198,625円

計 2,472,971円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月２日 第１回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第２区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,501,200円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

山 下 貴 司 政党又は所 自由民主党
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氏 名 ９月23日から
属党派

期間 第２回分
出納責任 平成29年

山 下 一 盛
者 氏 名 11月24日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －

円 家 屋 費 2,223,531

選挙事務所費 2,223,531

集 合 会 場費 －

通 信 費 395,784

交 通 費 －

印 刷 費 －

広 告 費 －

文 具 費 84,549

食 糧 費 －

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 26,568

今 回 計 － 今 回 計 2,730,432

前 回 計 19,600,000 前 回 計 11,614,543

総 計 19,600,000 総 計 14,344,975

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年12月11日 第２回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第３区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,336,900円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

阿 部 俊 子 政党又は所 無 所 属
氏 名 ９月21日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
牧 昌 美

者 氏 名 11月１日まで
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収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 3,727,400

円 家 屋 費 2,466,314

自由民主党岡山県第三選挙区支部 15,000,000 選挙事務所費 1,134,742

あべ俊子後援会 3,000,000 集 合 会 場費 1,331,572

通 信 費 2,463,408

交 通 費 256,280

印 刷 費 5,642,769

広 告 費 2,343,906

文 具 費 1,285,810

食 糧 費 383,106

その他の寄附 － 休 泊 費 402,376

その他の収入 － 雑 費 444,795

今 回 計 18,000,000 今 回 計 19,416,164

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 18,000,000 総 計 19,416,164

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 269,850円

ビラの作成 476,000円

支出のうち公費 ポスターの作成 1,175,659円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 154,440円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 207,968円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 194,400円

計 2,478,317円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月２日 第１回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第３区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,336,900円
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３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

阿 部 俊 子 政党又は所 無 所 属
氏 名 10月２日から

属党派
期間 第２回分

出納責任 平成29年
牧 昌 美

者 氏 名 11月20日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －

円 家 屋 費 －

選挙事務所費 －

集合会場費 －

通 信 費 249,871

交 通 費 －

印 刷 費 41,643

広 告 費 －

文 具 費 －

食 糧 費 －

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 －

今 回 計 － 今 回 計 291,514

前 回 計 18,000,000 前 回 計 19,416,164

総 計 18,000,000 総 計 19,707,678

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月27日 第２回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第３区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,336,900円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年
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内 山 晃 政党又は所 希 望 の 党
氏 名 10月９日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
小野寺 秀 夫

者 氏 名 10月21日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －

円 家 屋 費 500,000

登山 勳 接 骨 師 100,000 選挙事務所費 500,000

森 眞一郎 会 社 員 100,000 集 合 会 場費 －

鈴木 由城 会 社 員 40,000 通 信 費 －

交 通 費 145,260

印 刷 費 1,318,500

広 告 費 19,640

文 具 費 －

食 糧 費 77,320

その他の寄附 ８件 80,000 休 泊 費 －

その他の収入 650,000 雑 費 2,815

今 回 計 970,000 今 回 計 2,063,535

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 970,000 総 計 2,063,535

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 262,500円

ビラの作成 － 円

支出のうち公費 ポスターの作成 1,056,000円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 － 円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 － 円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 － 円

計 1,318,500円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月２日 第１回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第３区）
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２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,336,900円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

内 山 晃 政党又は所 希 望 の 党
氏 名 10月９日から

属党派
期間 第２回分

出納責任 平成29年
小野寺 秀 夫

者 氏 名 11月30日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －

円 家 屋 費 －

選挙事務所費 －

集合会場費 －

通 信 費 －

交 通 費 －

印 刷 費 1,110,774

広 告 費 －

文 具 費 －

食 糧 費 －

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 1,110,774 雑 費 －

今 回 計 1,110,774 今 回 計 1,110,774

前 回 計 970,000 前 回 計 2,063,535

総 計 2,080,774 総 計 3,174,309

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年12月４日 第２回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第３区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,336,900円
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３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

尾 﨑 宏 子 政党又は所 日本共産党
氏 名 10月４日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
尾 﨑 宏 子

者 氏 名 10月21日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －

円 家 屋 費 120,000

日本共産党美作東備地区委員会 1,264,550 選挙事務所費 120,000

集 合 会 場費 －

通 信 費 －

交 通 費 －

印 刷 費 822,868

広 告 費 151,200

文 具 費 －

食 糧 費 148,990

その他の寄附 １件 4,968 休 泊 費 26,460

その他の収入 － 雑 費 －

今 回 計 1,269,518 今 回 計 1,269,518

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 1,269,518 総 計 1,269,518

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 157,500円

ビラの作成 300,400円

支出のうち公費 ポスターの作成 360,000円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 32,400円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 43,200円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 25,600円

計 919,100円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年10月30日 第１回報告分
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公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第３区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,336,900円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

平 沼 正二郎 政党又は所 無 所 属
氏 名 ９月30日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
福 井 慎 二

者 氏 名 11月１日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 2,452,000

円 家 屋 費 679,362

自由民主党静岡県第七選挙区支部 100,000 選挙事務所費 649,012

自由民主党東京都参議院比例区第七十 集合会場費 30,350

八支部 300,000 通 信 費 －

岡山県農政連盟 200,000 交 通 費 －

岡山県宅建政治連盟 100,000 印 刷 費 1,832,100

平沼会 9,360,000 広 告 費 947,494

岡山県石油政治連盟 50,000 文 具 費 33,294

環整連政治連盟岡山県支部 100,000 食 糧 費 198,003

岡山県医師連盟 200,000 休 泊 費 543,914

日本商工連盟 50,000 雑 費 617,214

山田宏事務所 100,000

日本歯科医師連盟 200,000

岡 國太郎 市議会議員 30,000

羽根川康徳 会 社 員 50,000

前田 学 会 社 員 105,000

築 俊宏 会 社 員 150,000

寺岡 俊道 会 社 員 30,000
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山下 公児 会 社 員 60,000

青井 行政 会 社 員 90,000

加藤 生 会 社 員 75,000

青野 博之 会 社 員 180,000

首藤 孝一 会 社 員 60,000

井上 知佳 会 社 員 30,000

安東 典子 主 婦 100,000

竹内 登美 パ ー ト 60,000

友保美智子 パ ー ト 80,000

柏原 和永 無 職 100,000

その他の寄附 ７件 115,000

その他の収入 －

今 回 計 12,075,000 今 回 計 7,303,381

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 12,075,000 総 計 7,303,381

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 269,850円

ビラの作成 438,900円

支出のうち公費 ポスターの作成 847,200円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 164,742円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 207,968円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 97,200円

計 2,025,860円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月５日 第１回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第３区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,336,900円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

平 沼 正二郎 政党又は所 無 所 属
氏 名 10月10日から

属党派
期間 第２回分
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出納責任 平成29年
福 井 慎 二

者 氏 名 11月20日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －

円 家 屋 費 －

選挙事務所費 －

集合会場費 －

通 信 費 252,539

交 通 費 －

印 刷 費 －

広 告 費 －

文 具 費 －

食 糧 費 －

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 －

今 回 計 － 今 回 計 252,539

前 回 計 12,075,000 前 回 計 7,303,381

総 計 12,075,000 総 計 7,555,920

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月21日 第２回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第４区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 24,814,300円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

橋 本 岳 政党又は所 自由民主党
氏 名 ９月19日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
中 塚 周 一

者 氏 名 10月27日まで
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収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 1,347,760

円 家 屋 費 327,176

自由民主党岡山県第四選挙区支部 5,125,496 選挙事務所費 125,496

集 合 会 場費 201,680

通 信 費 －

交 通 費 74,920

印 刷 費 1,966,250

広 告 費 1,668,632

文 具 費 11,774

食 糧 費 322,204

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 96,766

今 回 計 5,125,496 今 回 計 5,815,482

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 5,125,496 総 計 5,815,482

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 269,850円

ビラの作成 476,000円

支出のうち公費 ポスターの作成 794,200円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 164,742円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 207,968円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 198,625円

計 2,111,385円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年10月31日 第１回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第４区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 24,814,300円

３ 報告書の要旨
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候補者届出
候 補 者 平成29年

橋 本 岳 政党又は所 自由民主党
氏 名 10月10日から

属党派
期間 第２回分

出納責任 平成29年
中 塚 周 一

者 氏 名 11月28日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －

円 家 屋 費 －

選挙事務所費 －

集合会場費 －

通 信 費 89,757

交 通 費 －

印 刷 費 －

広 告 費 －

文 具 費 －

食 糧 費 －

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 42,599

今 回 計 － 今 回 計 132,356

前 回 計 5,125,496 前 回 計 5,815,482

総 計 5,125,496 総 計 5,947,838

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月30日 第２回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第４区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 24,814,300円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

平 林 明 成 政党又は所 日本共産党
氏 名 10月５日から

属党派
期間 第１回分
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出納責任 平成29年
眞 鍋 和 崇

者 氏 名 10月21日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －

円 家 屋 費 245,000

日本共産党倉敷地区委員会 736,281 選挙事務所費 245,000

日本共産党岡山県委員会 526,268 集 合 会 場費 －

通 信 費 80,000

交 通 費 520

印 刷 費 526,268

広 告 費 205,800

文 具 費 3,673

食 糧 費 190,626

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 10,662

今 回 計 1,262,549 今 回 計 1,262,549

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 1,262,549 総 計 1,262,549

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 － 円

ビラの作成 － 円

支出のうち公費 ポスターの作成 － 円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 － 円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 － 円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 － 円

計 － 円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月６日 第１回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第４区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額
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（法定選挙運動費用額） 24,814,300円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

柚 木 道 義 政党又は所 希 望 の 党
氏 名 ９月26日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
高 見 武 男

者 氏 名 11月６日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 1,021,000

円 家 屋 費 2,484,163

民進党 20,000,000 選挙事務所費 2,215,613

民進党岡山県第４区総支部 2,000,000 集 合 会 場費 268,550

電力総連政治活動委員会 30,000 通 信 費 928,264

日本弁護士政治連盟 50,000 交 通 費 1,067,314

印 刷 費 2,737,734

広 告 費 3,441,362

文 具 費 1,205,378

食 糧 費 225,169

その他の寄附 － 休 泊 費 56,900

その他の収入 20,000 雑 費 359,756

今 回 計 22,100,000 今 回 計 13,527,040

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 22,100,000 総 計 13,527,040

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 269,850円

ビラの作成 476,000円

支出のうち公費 ポスターの作成 1,119,100円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 150,000円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 207,968円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 120,000円

計 2,342,918円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月６日 第１回報告分
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公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第４区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 24,814,300円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

柚 木 道 義 政党又は所 希 望 の 党
氏 名 ９月28日から

属党派
期間 第２回分

出納責任 平成29年
高 見 武 男

者 氏 名 11月10日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －

円 家 屋 費 －

好循環を追求する会 50,000 選挙事務所費 －

集合会場費 －

通 信 費 －

交 通 費 28,310

印 刷 費 －

広 告 費 －

文 具 費 －

食 糧 費 －

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 231,691

今 回 計 50,000 今 回 計 260,001

前 回 計 22,100,000 前 回 計 13,527,040

総 計 22,150,000 総 計 13,787,041

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月10日 第２回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨
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１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第４区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 24,814,300円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

柚 木 道 義 政党又は所 希 望 の 党
氏 名 ９月28日から

属党派
期間 第３回分

出納責任 平成29年
高 見 武 男

者 氏 名 11月30日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －

円 家 屋 費 162,000

選挙事務所費 －

集合会場費 162,000

通 信 費 －

交 通 費 －

印 刷 費 －

広 告 費 274,320

文 具 費 －

食 糧 費 －

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 358,892

今 回 計 － 今 回 計 795,212

前 回 計 22,150,000 前 回 計 13,787,041

総 計 22,150,000 総 計 14,582,253

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年12月５日 第３回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第５区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額
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（法定選挙運動費用額） 23,222,900円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

加 藤 勝 信 政党又は所 自由民主党
氏 名 ９月29日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
中 平 大 開

者 氏 名 10月30日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 2,040,000

円 家 屋 費 500,000

自由民主党 15,000,000 選挙事務所費 500,000

妹尾 一人 会 社 員 180,000 集 合 会 場費 －

高田 郁則 会 社 員 180,000 通 信 費 －

森脇 健 会 社 員 180,000 交 通 費 68,572

長谷川 敬 会 社 員 180,000 印 刷 費 －

山崎 光雄 会 社 員 180,000 広 告 費 －

奥川 浩昌 会 社 員 105,000 文 具 費 10,304

守安 博志 会 社 員 105,000 食 糧 費 －

三宅 秀和 会 社 員 105,000 休 泊 費 －

松王隆一郎 会 社 員 105,000 雑 費 －

中島 知哉 会 社 員 105,000

鳥越 宜伸 会 社 員 105,000

その他の寄附 －

その他の収入 －

今 回 計 16,530,000 今 回 計 2,618,876

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 16,530,000 総 計 2,618,876

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月６日 第１回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨
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１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第５区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,222,900円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

加 藤 勝 信 政党又は所 自由民主党
氏 名 ９月24日から

属党派
期間 第２回分

出納責任 平成29年
中 平 大 開

者 氏 名 11月１日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 －

円 家 屋 費 46,440

選挙事務所費 46,440

集 合 会 場費 －

通 信 費 138,746

交 通 費 554,798

印 刷 費 1,939,816

広 告 費 1,314,202

文 具 費 －

食 糧 費 －

その他の寄附 － 休 泊 費 －

その他の収入 － 雑 費 －

今 回 計 － 今 回 計 3,994,002

前 回 計 16,530,000 前 回 計 2,618,876

総 計 16,530,000 総 計 6,612,878

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 266,000円

ビラの作成 469,000円

支出のうち公費 ポスターの作成 768,117円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 108,000円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 204,000円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 195,000円
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計 2,010,117円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年11月13日 第２回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第５区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,222,900円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

 井 良 和 政党又は所 希 望 の 党
氏 名 10月４日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
伊 東 理 奈

者 氏 名 10月24日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 2,490,247

円 家 屋 費 300,000

民進党岡山県第５区総支部 300,000 選挙事務所費 300,000

谷口 敏也 市議会議員 30,000 集 合 会 場 費 －

通 信 費 2,482

交 通 費 688,232

印 刷 費 2,069,920

広 告 費 1,111,225

文 具 費 129,801

食 糧 費 88,112

その他の寄附 １件 10,000 休 泊 費 387,456

その他の収入 5,859,223 雑 費 1,238,630

今 回 計 6,199,223 今 回 計 8,506,105

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 6,199,223 総 計 8,506,105

項 目 金 額
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選挙運動用通常葉書の作成 269,850円

ビラの作成 476,000円

支出のうち公費 ポスターの作成 1,211,070円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 164,742円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 207,968円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 198,625円

計 2,528,255円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年10月27日 第１回報告分

公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨

１ 選挙の種類 平成29年10月22日執行衆議院小選挙区選出議員選挙（岡山県第５区）

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出の金額の制限額

（法定選挙運動費用額） 23,222,900円

３ 報告書の要旨

候補者届出
候 補 者 平成29年

美 見 芳 明 政党又は所 日本共産党
氏 名 10月４日から

属党派
期間 第１回分

出納責任 平成29年
中 村 壮 夫

者 氏 名 10月27日まで

収 入 支 出

主たる寄附 円

（氏名・団体名） （職 業） （寄附額） 人 件 費 240,000

円 家 屋 費 200,000

日本共産党西部地区委員会 401,058 選挙事務所費 200,000

日本共産党岡山県委員会 612,668 集 合 会 場費 －

水本 京子 無 職 120,000 通 信 費 －

中村 壮夫 団体職員 120,000 交 通 費 －

印 刷 費 612,668

広 告 費 84,200

文 具 費 －

食 糧 費 44,915

その他の寄附 － 休 泊 費 63,425

その他の収入 － 雑 費 6,518
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今 回 計 1,253,726 今 回 計 1,251,726

前 回 計 － 前 回 計 －

総 計 1,253,726 総 計 1,251,726

項 目 金 額

選挙運動用通常葉書の作成 － 円

ビラの作成 － 円

支出のうち公費 ポスターの作成 － 円

負 担 相 当 額 選挙事務所の立札及び看板の類の作成 － 円

選挙運動用自動車等の立札及び看板の類の作成 － 円

個人演説会の立札及び看板の類の作成 － 円

計 － 円

報 告 書 受 理 年 月 日 平成29年10月30日 第１回報告分
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